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序 

章 

は 

じ 

め 

に 

  

伊
勢
に
は
昔
、
お
寺
が
多
か
っ
た
が
、
明
治
の
時
代
に
な
っ
て
そ
の
多
く
が
廃
寺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
る
が
、
２
０
１
９
年
現
在
で
も
、
お
寺
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
少
な
い
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
廃
寺
に
な
っ
た
お

寺
は
、
明
治
２
年 

歴
史
上
、
初
め
て
の
天
皇
神
宮
参
拝
に
合
わ
て
、
行
幸
沿
道
の
お
寺
が
立
ち
退
か
さ
れ
た
と
平
成
２
４
年
版

伊
勢
市
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伊
勢
山
田
郷
の
最
古
の
地
図
と
言
わ
れ
る
１
６
４
３
年
頃
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
「寛
永
２
０
年 

山
田
惣
絵
図
」
に
は
、
参
詣
の
た
め
の
沿
道
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
所
に
寺
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ま
た
、
江
戸
時
代
後
期 

１
７
９
７
年
寛
政
９
年
（明
治
維
新
の
７
１
年
前
）
の
「伊
勢
路
見
取
絵
図 

第
二
巻 

小
俣
・山
田
・宇

治
」
に
は
、
お
寺
の
所
在
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
非
常
に
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
沿
道
に
位
置
し
て
い
る
よ

う
に
は
思
え
な
い
。 

 

ま
た
、
伊
勢
市
立
図
書
館
主
催
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
図
書
館
前
の
等
観
寺
を
訪
れ
た
時
の
ご
住
職
の
話
で
は
、
明
治
に
廃

寺
に
な
っ
た
お
寺
は
、
神
宮
の
祭
主
や
禰
宜
が
建
立
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
明
治
以
前
は
神
仏
混
合
状
態

で
あ
っ
た
し
、
必
ず
し
も
寺
院
は
僧
侶
だ
け
が
建
立
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
梅
香
寺
や
清
雲
院
の
よ
う
に
徳
川
家

康
の
側
室
が
建
立
し
た
も
の
も
あ
る
。 

従
っ
て
、
次
の
疑
問
を
抱
い
た
の
で
調
査
し
て
み
た
。 

 

①
伊
勢
の
寺
は
、
明
治
２
年
の
天
皇
神
宮
参
拝
合
わ
せ
て
、
行
幸
沿
道
に
あ
る
寺
が
廃
寺
ま
た
は
移
転
さ
せ
ら
れ
た
の
か
？ 

②
廃
寺
さ
れ
た
寺
は
神
官
が
建
立
し
た
寺
が
優
先
的
だ
っ
た
の
か
？ 
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資
料
と
し
て
、
１
７
９
７
寛
政
９
年
「伊
勢
路
見
取
絵
図 

第
二
巻 

小
俣
・山
田
・宇
治
」
に
は
、
伊
勢
の
宮
川
か
ら
宇
治
ま
で

の
沿
道
の
み
な
ら
ず
、
河
崎
周
辺
や
大
湊
、
二
見
、
朝
熊
に
至
る
ま
で
ま
で
、
所
在
地
が
明
確
に
な
る
ほ
ど
に
、
神
社
、
御
師
邸
、

「寺
、
院
、
庵
、
堂
」
な
ど
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
左
図
は
伊
勢
路
見
取
絵
図
の
一
部
、
蓮
隋
山
～
八
日
市
場
～
新
町
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
郷
土
史
研
究
家
の
飯
田
良
樹
氏
提
供
の
１
８
５
５
安
政
５
年
の
「山
田
順
礼 

三
十
三
所
案
内
記
」
に
は
、
伊

勢
路
見
取
絵
図
に
は
記
載
が
な
い
寺
院
の
う
ち
、
宇
治
山
田
市
史
の
明
治
初
年
廃
寺
リ
ス
ト
に
は
記
載
が
あ
る
寺
も
あ
り
、
伊

勢
路
見
取
絵
図
は
必
ず
し
も
全
て
の
寺
院
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
番
順
は
巡
礼
順
序
と
思
わ
れ
る
。 

 

 
 

一
方
、
昭
和
４
年
発
行
の
宇
治
山
田
市
史
」
第
九 

寺
院
編
、
第

一
章 

総
説
、
第
二
章 

廃
寺
、
第
三
章 

現
在
寺
院
は
総
括

的
に
そ
の
推
移
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
検
討
し
た
。 
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山
田
順
礼 

三
十
三
所
案
内
記 

安
政
五
戌
午
年
四
月
吉
日 

中
世
古
町 

丸

一
屋
清
兵
衛 

 
 

一
番 
三
屋
山 

普
光
寺 

下
中
之
郷
新
屋
敷 

如
意
輪
観
世
音 

 
 

二
番 
養
龍
山 

大
安
寺 

上
新
町 

千
手
観
世
音 

 
 

三
番 

金
蔵
庵

（金
蔵
寺
） 

堤
世
古 

十
二
面
観
世
音 

 
 

四
番 

大
覚
山 
正
法
寺 

二
俣 

七
観
世
音 

 
 

五
番 

茲
光
院 

辻
之
町 

正
観
世
音 

 
 

六
番 

久
留
山 

威
勝
寺 
太
師
堂
左
り
○
庵
と
な
り
端
じ 

 
 

七
番 

松
景
山 

守
栄
寺 

浦
口
山
名 

正
観
世
音 

 
 

八
番 

利
生
山 

法
住
院 

（法
充
院
と
も
） 

浦
口
山
名 

十
二
面
観
世
音 

 
 

九
番 

仙
翁
寺 

西
世
古 

地
義
堂
合
廠 

如
意
庵 

如
意
輪
観
世
音 

 
 

十
番 

妙
貞
庵 

中
川
原 

十
二
面
観
世
音 

十

一
番 

観
音
山 

梅
光
寺 

蓮
隋 

蓮
○
谷 

千
手
観
世
音 

十
二
番 

敬
王
山 

三
宝
寺 

八
日
市
場 

坂
之
世
古 
千
手
観
世
音 

十
三
番 

鼓
岳
山 

蓮
台
寺 

向
山 

十
二
面
観
世
音 

十
四
番 

慶
宝
寺 

世
義
寺
内 

十
二
面
観
世
音 

十
五
番 

亀
居
山 

南
之
坊 

世
義
寺
内 

十
二
面
観
世
音 

十
六
番 

宝
蔵
寺 

日
和 

正
天
堂
保
左
の
方 

千
手
観
世
音 
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十
七
番 

積
宝
寺 

日
和 

八
十
八
ヶ
〇
〇
の
南 

十
八
番 

神
明
山 

不
動
院 

下
中
之
郷 

十

一
面
観
世
音 

十
九
番 

法
楽
舎 

世
義
寺
内 

如
意
輪
観
世
音 

廿 
 

番 

高
日
山 

常
明
寺 

十

一
面
観
音 

廿

一
番 

恵
命
山 

大
泉
寺 

河
崎
西
し
口 

馬
頭
観
音 

廿
二
番 

妙
華
山 

願
成
寺 

船
江
町 

十

一
面
観
音 

廿
三
番 

音
潮
寺 

今
は
西
迎
院 

付
帯
本
堂
〇
〇 

同
（船
江
町
？
） 

新
○
村 

正
観
世
音 

廿
四
番 

向
陽
軒 

越
坂 

〇
〇
○
堂 

十
二
面
観
音 

廿
五
番 

常
光
寺 

当
時
、
極
楽
寺
地
蔵
合
堂 

越
坂 

赤
玉 

正
観
世
音 

廿
六
番 

天
機
院 

同
所
（越
坂 

赤
玉
？
） 

如
意
輪
観
音 

廿
七
番 

浄
間
寺 

越
坂 

○
○
寺
隣 

正
観
世
音 

廿
八
番 

欣
求
山 

西
迎
院 

越
坂 

〇
〇
た
り
地
蔵
合
堂 

千
手
観
世
音 

廿
九
番 

欣
浄
寺 

○
○
院
と
い
う 

越
坂 

 

十
二
面
観
世
音 

 

三
十
番 

念
仏
山 

一
行
寺 

越
坂 

正
観
世
音 

三

一
番 

引
接
山 

摂
取
院 

越
坂 

正
観
音 

三
二
番 

惣
通
寺 

越
坂 

十

一
面
観
世
音 

三
三
番 

真
龍
山 

実
性
寺 

越
坂 

十
二
面
観
世
音 

 
 

寺
は
「伊
勢
路
見
取
絵
図
」
に
記
載
が
な
い
寺
。
こ
れ
ら
３
３
ヶ
寺
の
所
在
は
以
下
の
地
図
の
通
り
で
あ
る
。 
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⑱不動院 

①普光寺  

②大安寺 

③金蔵庵  

④正法寺  

⑥威勝寺  

⑦守栄寺     ⑧法住院 

⑩妙貞庵→  

⑪梅光寺 

⑫三宝寺 

⑤茲光院？   

⑨仙翁寺? 

外宮西側 

月夜見宮 

 7

 

㉝実性寺 

㉛摂取院？ 惣通寺（浄清院）？㉜ 

㉚一行寺 

西迎院㉘ 

常光寺㉕ 

←㉒願成寺 

㉑大泉寺 

←⑳常明寺 

⑲法楽舎 

⑰積宝寺

⑯宝蔵寺

⑮南之坊

⑭慶宝寺 

⑬蓮台寺 

←㉓音潮寺？ 

船江 

㉔向陽軒？ ㉖天機院？ 浄間寺？㉗  

欣浄寺？㉙  
外宮東側 

外宮 
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第

一
章 

神
領
の
寺
院
の
歴
史 

江
戸
時
代
ま
で 

 

神
領
の
地
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
は
、
奈
良
期
（西
暦
７
０
０
年
代
）
に
は
「大
神
宮
寺
」が
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
「大
神
宮
寺
」
と
は
、
神
仏
混
淆
の
初
歩
と
し
て
、
我
が
国
の
神
祇
を
仏
教
中
の
天
部
な
ど
ど
同
列
に
み
て
。
法
楽
を
奉
る

道
場
を
い
う
。
そ
の
後
、
仏
教
の
内
容
が
弥
々
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
神
道
の
自
覚
が
付
い
て
き
た
の
で
、
稀
に
関
係
深
い
仏

寺
を
嫌
避
す
る
と
い
う
思
想
が
台
頭
し
て
、
朝
廷
か
ら
神
宮
の
た
め
の
宮
寺
建
立
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
時

代
を
経
る
と
、
貴
族
や
「神
官
」が
自
分
の
信
仰
の
た
め
に
、
蓮
台
寺
の
よ
う
な
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
流
行
と
な
っ

た
。
１
０
～
１
２
世
紀
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
の
は
、
例
え
ば
、 

田
宮
寺 

（田
宮
寺
村
） 

内
宮
長
官 
荒
木
田
氏
長 

長
徳
年
中 

西
暦
９
９
５
～
９
頃 

釈
尊
寺 

（大
野
木
村
） 

祭
主 

大
中
臣
輔
親 

不
詳 

の
ち
慶
宝
寺 

明
治
２
還
俗 

輔
親
は
長
保
元
年
宮
司
と
な
り
在
任
３
年
で
あ
っ
た
の
で
１
０
０
３
年
頃
か
？ 

大
覚
寺 

（記
載
な
し
） 

宮
司 

大
中
臣
千
枝 
輔
親
と
同
期
な
の
で
１
０
０
３
年
頃
か
？ 

法
泉
寺 

（小
社
村
） 

伝
、
内
宮
長
官 

荒
木
田
氏
人 
不
詳
あ
る
い
は
田
宮
寺
と
同
期
か
？ 

明
治
元
廃
寺 

鼓
岳
山 

蓮
台
寺 

（所
在 

前
山
） 

祭
主 

大
中
臣
永
頼 

 

長
徳
年
中 

西
暦
９
９
５
～
９
頃 

明
治
２
廃
寺 

勝
善
寺 

（不
詳 

あ
る
い
は
伝
、
世
義
寺
境
内
） 

祭
主 

大
中
臣
親
定 

不
詳 

親
定
は
寛
治
５
年
祭
主
と
な
り
在
任
３
２
年
で
あ
っ
た
の
で
、
１
０
８
７
～
９
４
頃
か
？ 

天
覚
寺 

（二
見
郷
江
村
） 

内
宮
長
官 

荒
木
田
成
長 

不
詳 

成
長
は
治
承
３
年
長
官
と
な
り
在
任
１
５
年
で
あ
っ
た
の
で
、
１
１
７
７
～
８
１
年
頃
か
？ 
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勿
論
、
仏
僧
が
建
立
し
た
寺
も
あ
る
。 

弘
正
寺 

（楠
部
町
） 

明
治
初
廃
寺 

南
都
仏
教
・真
言
律
宗
の
寺
院
で
、
伊
勢
神
宮
の
本
地
仏
（神
の
正
体
と
さ
れ
る
仏
）
を
奉
斎
し
た
。 

西
大
寺
叡
尊

（１
２
０
１
建
仁
元
年
～ 

１
２
９
０
正
応
３
年
興
正
菩
薩
）
）
が
中
興
し
、
そ
の
高
弟
宣
瑜

（後
の
奈
良
西
大

寺
長
老
三
世
）
が
住
職
と
な
っ
た
。
も
と
興
正
寺
と
称
し
た
。
１
２
９
８
永
仁
６
年
に
忍
性
（１
２
１
７
建
保
５
年
～
１
３
０
３

乾
元
２
年
）
の
請
願
で
認
め
ら
れ
た
関
東
（注
）
御
祈
祷
所
３
４
寺
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
（Ｈ
Ｐ
神
殿
大
観
よ
り
）
の
で
、

建
立
は
そ
れ
以
前
と
思
わ
れ
る
。
跡
碑
は
伊
勢
市
楠
部
町
乙
５
８
１
に
あ
る
。 

 
 

 
 

現
在
、
楠
部
町
字
大
五
輪
１
１
５
に
は
、
１
５
９
６
～
１
６
１
５
慶
長
年
間
以
前
の
古
塔
と
し
て
は
三
重
県
下
最
大
（高
さ

３
・４
ｍ
）
で
あ
り
、
南
北
朝
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
初
期
の
形
態
的
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
「大
五
輪
の
五
輪
塔
」
が
あ



 10

る
。
宇
治
山
田
合
戦
の
供
養
碑
な
ど
伝
説
は
多
い
が
、
こ
の
地
が
弘
正
寺
の
所
有
跡
地
で
あ
っ
た
た
め
、
西
大
寺
の
律
宗
石

工
集
団
に
よ
る
「叡
尊
五
輪
塔
」
（墓
塔
）
と
の
関
連
性
が
、
近
年
の
研
究
で
は
提
起
さ
れ
て
い
る
。
（Ｈ
Ｐ
伊
勢
市
よ
り
） 

（注
）こ
の
頃
の
「関
東
」
は
東
山
道
の
不
破
関
、
東
海
道
の
鈴
鹿
関
、
北
陸
道
の
愛
発
関
、
の
３
つ
の
大
き
な
関
所
（三
関
）
を
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
三
関
よ
り
も
東
側
を
指
し
て
い
た
。 

  

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
に
な
る
と
、
武
士
が
台
頭
し
、
神
宮
の
領
地
が
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
僧
侶
の
力
を
借
り
て
、
神
宮
の

維
持
を
図
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
は
１
２
０
年
に
わ
た
り
式
年
遷
宮
も
行
わ
れ
な
い
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
、
内
宮
域
内
に
仏
像
を
安
置
し
て
法
楽
（経
を
読
ん
だ
り
、
楽
を
奏
し
舞
を
ま
っ
た
り
し
て
神
仏
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
。
）
し
、
や
が
て
「大
日
坊
」
と
改
称
し
て
寺
院
の
体
裁
を
な
す
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
慶
光
院
に
よ
っ
て
式
年
遷

宮
が
再
興
さ
れ
た
の
も
神
宮
と
寺
院
が
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
１
６
世
紀
前
半
の
頃
で
あ
る
。 
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第
二
章 

江
戸
時
代 

  

徳
川
時
代
に
な
る
と
天
下
泰
平
の
世
と
な
り
、
宇
治
山
田
も
発
展
す
る
と
と
も
に
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
の

繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
１
６
１
２
～
３
慶
長
１
７
～
８
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
令
に
よ
り
、
１
６
２
４
～
寛
永
以
後
の
取
締

方
法
と
し
て
「宗
門
改
め
」
（戸
籍
制
度
）
と
い
う
政
策
の
実
行
に
よ
っ
て
寺
院
の
勢
い
が
増
し
た
。 

 

１
６
４
３
寛
永
２
０
年
上
両
郷
（宇
治
二
郷
の
み
）
宗
門
改
帳
に
よ
る
と
、
寺
数
は
合
計
５
７
ヶ
寺 

浦
田
町 

禅
宗
６
、
真
言
宗
６
、
計
１
２
ヶ
寺 

中
之
切
町 

禅
宗
２
５
、
真
言
宗
６
、
計
３
１ 

今
在
家
町 

禅
宗
１
１ 

下
館
町 

禅
宗
３ 

 

１
６
６
６
寛
文
６
年
山
田
三
方
会
合
記
録
（山
田
十
二
郷
の
み
）
に
よ
る
と
、
合
計
３
７
１
ヶ
寺 

中
島
小
川
町
５ 

辻
久
留
町
８ 

二
俣
町
１
６ 

浦
口
町
１
３ 
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上
中
之
郷
町
（常
盤
町
）
２
７ 

下
中
之
郷
町
２
６ 

八
日
市
場
４
９ 

曽
祢
町
２
０ 

大
世
古
町
１
１ 

一
之
木
町
２ 

一
志
久
保
町
７ 

宮
後
西
河
原
町
３
４ 

田
中
中
世
古
町
（本
町
）
７ 

下
馬
所
前
野
町
（豊
川
町
）
１
０ 

岩
淵
町
４
８ 

岡
本
町
１
０ 

吹
上
町
２ 

船
江
町
１
６ 

河
崎
町
・神
田
久
志
本
村
２
２ 

妙
見
町
（尾
上
町
）
６ 

中
川
原
（宮
川
町
）
１ 

浄
妙
寺
門
前
（倭
町
）
１ 
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１
６
７
０
寛
文
１
０
年
の
大
火
で
は
上
中
之
郷
よ
り
小
田
橋
ま
で
延
焼
し
た
が
、
類
焼
し
た
寺
院
は
合
計
２
２
７
ヶ
寺
で
あ
っ
た
。 

下
中
之
郷
町
２
０
ヶ
寺 

八
日
市
場
町
９ 

曽
祢
町
１
９ 

大
世
古
町
・
一
之
木
町
４
１ 

一
志
久
保
町
２ 

宮
後
西
河
原
町
３
８ 

田
中
中
世
古
町
（本
町
）
９ 

下
馬
所
前
野
町
（豊
川
町
）
１
２ 

岩
淵
町
・吹
上
町
・岡
本
町
５
６ 

そ
の
他
尼
寺
２
１
ヶ
寺 

 

こ
れ
ら
の
数
は
正
確
と
は
思
え
な
い
が
、
江
戸
初
期
に
は
伊
勢
神
宮
の
門
前
町
宇
治
山
田
に
は
多
く
の
寺
院
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。 

  

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
、
山
田
奉
行
だ
っ
た
桑
山
丹
後
守
貞
政
（在
任
１
６
６
６
寛
文
６
年
～
１
６
８
４
天
和
４
年
）
は
、
神
宮

神
域
に
寺
院
が
あ
る
の
は
神
祇
に
畏
れ
多
い
と
し
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
過
去
４
０
年
以
内
に
創
建
し
た
寺
院
や
寺
号
な
い

仏
舎
は
取
り
壊
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。 

 

残
っ
た
寺
院
に
は
、
一
之
木
・宮
後
・船
江
・各
町
領
の
越
坂
お
っ
さ
か

や
、
岩
淵
町
領
の
前
田
、
河
崎
町
領
の
中
寺
町
、
岡
本
町
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領
の
向
山
な
ど
に
、
任
意
に
移
転
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
焼
失
寺
院
は
指
定
さ
れ
た
土
地
に
移
転
し
た
が
、
一
、

ニ
、
他
所
に
移
転
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
諸
例
綱
目
集
成
に
は
寺
院
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
数
だ
け
を
記
載
す

る
。 

一
之
木
町
領
越
坂
に
移
転
し
た
寺
３
５
ヶ
寺 

宮
後
町
領
越
坂
に
移
転
し
た
寺
４
３ 

船
江
町
領
越
坂
に
移
転
し
た
寺
１
７ 

河
崎
町
領
中
寺
町
に
移
転
し
た
寺
２
３ 

岩
淵
町
領
前
田
に
移
転
し
た
寺
１
１ 

岡
本
町
領
向
山
に
移
転
し
た
寺
６ 

 

な
お
、
河
崎
町
に
１
ヶ
寺
、
妙
見
山
に
１
、
妙
見
町
に
１
，
白
子
園
に
３
、
度
会
郡
神
田
領
桜
辻
に
２
、
同
郡
前
山
に
１
ヶ
寺
が

移
転
し
た
。 

  

ま
た
、
外
宮
の
神
苑
西
方
に
あ
っ
た
世
義
寺
は
類
焼
は
し
な
か
っ
た
が
、
宮
域
の
防
火
の
た
め
、
岡
本
町
領
滝
浪
山
（現
在
地
）

に
移
転
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
廃
寺
に
さ
れ
た
寺
は
４
７
ヶ
寺
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
１
６
６
８
～
１
７
０
３
元
禄
年
間
、
山
田

十
二
郷
内
の
寺
数
は
合
計
３
２
８
ヶ
寺
と
な
っ
た
。
そ
の
宗
派
別
寺
院
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

浄
土
宗
１
５
６ 

（臨
済
）
禅
宗
９
５ 

真
言
宗
６
８ 
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天
台
宗
８ 

時
宗
１ 

 

古
来
、
宇
治
山
田
で
は
寺
の
創
建
に
関
す
る
規
程
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
数
に
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
僧
侶
の
風
紀
の
乱
れ
が
増
長
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
寛
文
の
大
火
以
後
も
機
会
あ
る
毎
に
寺
院
を
整

理
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

  

ま
た
、
寺
院
は
ど
の
よ
う
な
支
配
を
受
け
て
い
た
か
と
い
う
と
、 

 

①
神
宮
家
の
支
配
に
属
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
内
宮
薗
田
家
が
支
配
し
て
い
た
宇
治
浦
田
町
の
建
国
寺
の
如
く
で
あ
る
。 

②
会
合
年
寄
の
支
配
に
属
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
宇
治
二
郷
年
寄
会
合
の
宇
治
中
之
切 

法
楽
舎
の
如
く
で
あ
る
。 

③
町
内
に
属
し
た
も
の
。
例
え
ば
、
河
崎
町
内
の
大
泉
寺
の
如
く
で
あ
る
。 

④
大
寺
と
末
寺
的
関
係
に
な
っ
た
も
の
。
例
え
ば
法
楽
舎
の
支
配
を
受
け
て
い
た
宇
治
浦
田
町
の
普
門
院
の
如
く
で
あ
る
。 

⑤
私
人
の
支
配
下
に
あ
っ
た
も
の
。
例
え
ば
、
河
崎
の
木
造
家
の
支
配
下
に
あ
っ
た
願
正
寺
の
如
き
で
あ
る
。 

  

支
配
と
い
う
の
は
、
寛
政
年
間
に
差
配
と
称
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
権
利
は
、
寺
院
の
存
廃
、
堂
宇
の
修
繕
、
住
僧

の
身
体
、
寺
領
の
諸
什
器
の
取
締
等
に
関
与
し
た
。
支
配
人
は
現
在
の
檀
家
総
代
の
よ
う
な
者
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
区
別
が
付
く
よ
う
な
資
料
を
見
出
だ
せ
な
か
っ
た
の
で
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
、
神
宮
神
官
が
建
立
し
た
寺

院
が
優
先
的
に
廃
寺
さ
れ
た
と
い
う
検
証
は
出
来
な
か
っ
た
。 
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１
８
５
５
安
政
２
年
１
１
月
の
山
田
の
取
り
調
べ
で
は
、 

浄
土
宗
７
７ 

禅
宗
２
６ 

真
言
宗
１
４ 

天
台
宗
２ 

時
宗
１ 

 

合
計
１
２
０
ヶ
寺
と
な
っ
て
い
る
。
宇
治
の
資
料
は
な
い
け
れ
ど
、
２
０
ヶ
寺
前
後
に
激
減
し
た
も
の
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
の
頃
の
宇

治
山
田
の
総
計
は
１
４
０
ヶ
寺
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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第
三
章 

明
治
時
代 

  

明
治
時
代
に
な
る
と
諸
事
に
つ
い
て
大
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
宗
教
に
関
し
て
は
、
１
８
６
８
明
治
元
年
３
月
に
、
神
仏
を
混
同

し
、
菩
薩
や
権
現
な
ど
の
文
字
を
神
号
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
同
年
４
月
に
は
、
寺
に
神
を
祭
り
、
神
仏
を
同
祭
し
た
り
、

神
前
に
鰐
口
を
掲
げ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
閏
４
月
（
「慶
応
４
年
を
も
っ
て
明
治
元
年
と
す
る
」
と
し
て
い
る
た
め
旧
暦
１
月

１
日
に
遡
っ
て
適
用
さ
れ
た
の
で
、
明
治
元
年
は
閏
４
月
が
あ
る
１
３
か
月
間
、
３
８
３
日
間
あ
っ
た
。
）
に
は
神
職
は
家
族
に
至
る

ま
で
神
葬
祭
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

  

同
時
期
、
一
般
庶
民
に
つ
い
て
は
、
多
分
、
数
割
程
度
の
家
が
神
道
に
改
宗
し
、
神
葬
祭
が
適
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
現
在

で
も
神
葬
祭
の
た
め
の
葬
祭
場
は
「祖
霊
舎
」が
あ
る
け
れ
ど
、
お
寺
の
檀
家
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

  

こ
れ
ら
の
こ
と
は
寺
院
の
（強
制
的
）
廃
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
寺
僧
は
還
俗
す
る
者
が
現
れ
始
め
た
。
１
１
月
に
度
会
府
よ

り
支
配
下
人
民
の
神
葬
祭
願
出
を
許
可
し
、
宗
門
改
め
な
ど
は
そ
の
町
の
年
寄
が
管
理
し
て
も
良
い
事
と
な
っ
た
の
で
、
今
ま
で

宗
門
改
め
や
検
死
に
よ
っ
て
収
入
を
得
て
い
た
寺
院
の
財
政
は
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
還
俗
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
寺

領
・堂
宇
・什
器
等
を
無
償
で
下
げ
渡
す
と
い
う
こ
と
を
奨
励
し
た
の
で
、
廃
寺
に
及
ん
だ
も
の
が
１
０
９
ヶ
寺
に
な
っ
た
。 

 

同
２
年
正
月
の
廃
寺
の
中
で
、
還
俗
届
け
を
町
年
寄
に
提
出
し
た
こ
と
で
、
寺
院
や
寺
領
の
田
畑
を
下
賜
さ
れ
、
仮
府
兵
格

を
申
し
付
け
ら
れ
た
者
は
５
０
余
人
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
仮
府
兵
格
と
い
う
特
権
も
翌
３
年
１
０
月
に
廃
止
さ
れ
、
平
御
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師
と
同
様
の
扱
い
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
残
存
の
寺
院
に
関
し
て
は
明
治
元
年
に
特
別
に
定
め
ら
れ
た
寺
院
取
締
法
に
て
管
理
し
て
い
た
が
、
同
４
年
２
月
よ
り
、

従
前
の
通
り
、
そ
の
町
役
人
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
５
年
９
月

一
般
人
に
対
し
て
「神
葬
祭
に
相
成
、
宗
旨
除
名
の
上

は
却
で
仏
参
等
致
間
敷
筈
に
付
、
寺
院
大
般
若
・施
餓
鬼
等
へ
参
詣
致
し
、
或
い
は
法
会
の
配
符
を
請
い
施
入
等
致
候
儀
、
決

し
て
有
之
間
敷
候
」
と
布
令
し
た
の
で
寺
院
の
収
入
は
次
第
に
減
少
し
維
持
は
益

々
困
難
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
明
治
２
年
に
残

存
し
た
の
は
、
５
０
余
ヶ
寺
の
内
、
廃
寺
あ
る
い
は
合
併
し
た
も
の
が
３
７
ヶ
寺
に
及
ん
で
、
残
る
は
わ
ず
か
に
１
５
ヶ
寺
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
寛
文
・元
禄
の
時
と
比
較
し
た
ら
、
ほ
ぼ
２
０
分
の
１
に
も
至
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

  

こ
の
頃
の
出
来
事
は
、 

明
治
元
年 

王
政
復
古 

明
治
政
府
樹
立 

神
仏
分
離
令
発
布
（１
８
６
８
慶
応
４
年
３
月
～
１
８
６
８
明
治
元
年
１
２
月
） 

明
治
２
年
３
月
１
２
～
１
３
日
（太
陽
暦
４
月
２
３
～
４
日 

神
仏
分
離
令
発
布
後
、
約
１
年
後
）  

明
治
天
皇 

陸
路
に
て
東
京
へ行
幸
中
、
伊
勢
神
宮
を
天
皇
と
し
て
初
め
て
参
拝 

明
治
３
年 

祭
政

一
致
の
大
教
宣
布 

 

結
果
と
し
て
、
廃
仏
毀
釈
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
勢
い
は
明
治
４
年
前
後
ま
で
続
い
た
。 

  

と
い
う
歴
史
が
あ
る
け
れ
ど
、
宇
治
山
田
市
史
に
記
載
の
廃
寺
リ
ス
ト
の
多
く
は
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
発
布
後
の
明
治

元
年
あ
る
い
は
２
年
に
廃
寺
し
て
い
る
が
、
明
治
２
年
の
明
治
天
皇
参
拝
に
合
わ
せ
、
急
遽
、
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
？ 
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伊
勢
市
史
に
よ
る
と
、
（７
）
明
治
２
年
天
皇
神
宮
参
拝 

（平
成
２
４
年
伊
勢
市
史
よ
り
抜
粋
） 

  

明
治
新
政
府
は
東
国
情
勢
安
定
の
た
め
、
天
皇
の
東
京
行
幸
を
実
施
し
た
。
明
治
元
年
９
月
２
０
日
に
京
都
を
発
輦
は
つ
れ
ん

し
、
１
０
月
１
３
日
に
東
京
に
着
輦
し
た
。
政
府
は
行
幸
沿
道
の
府
県
に
つ
い
て
は
７
０
歳
以
上
の
者
や
孝
子
義
僕
、
そ
の
他
水

害
火
災
の
被
害
者
な
ど
に
対
し
て
賜
金
し
た
。
こ
の
東
幸
で
の
賞
典
を
広
く
拡
大
す
る
政
府
の
意
向
を
受
け
て
、
度
会
府
で
は
８

０
歳
以
上
に
つ
い
て
１
０
月
に
養
老
典
を
実
施
し
た
。 

 

天
皇
の
京
都
還
幸
は
１
２
月
８
日
に
東
京
発
輦
、
同
２
２
日
京
都
着
輦
と
い
う
日
程
で
あ
っ
た
。 

 

当
初
東
京
か
ら
の
還
幸
は
海
路
が
予
定
さ
れ
た
が
、
艦
船
の
準
備
が
整
わ
ず
に
陸
路
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
、
天
皇
は

伊
勢
神
宮
を
参
拝
す
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
２
５
日
に
孝
明
天
皇
祭
を
控
え
て
お
り
、
日
程
上
の
都
合
か
ら
延
期
と
な
っ
た
。 

 

結
局
天
皇
の
神
宮
参
拝
は
翌
２
年
３
月
の
東
京
再
幸
時
に
実
施
さ
れ
た
。 

 

１
月
２
７
日
、
３
月
上
旬
に
天
皇
が
伊
勢
神
宮
を
参
拝
す
る
旨
、
行
政
官
は
布
告
し
た
。
２
月
に
な
る
と
翌
月
７
日
に
京
都
発

輦
が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
行
政
官
は
沿
道
府
藩
へ
「御
道
筋
府
藩
県
ト
モ
諸
事
簡
易
ノ
御
趣
意
ヲ
奉
戴
、
諸
事
取
扱
可
致
候
。

殊
ニ
追

々
農
事
繁
多
ノ
時
ニ
趣
キ
候
ヘ
ハ
、
人
夫
使
役
等
別
テ
心
ヲ
用
ヒ
、
無
益
ノ
設
致
間
敷
」
と
、
過
剰
な
奉
迎
準
備
を
せ
ず
、

人
足
な
ど
の
使
役
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
天
皇
を
迎
え
る
と
い
う
稀
有
な
経
験
に
際
し
て
、
度
会
府
で
は
行
在
所

と
な
る
外
宮
文
殿
、
内
宮
文
殿
の
修
繕
を
行
っ
た
。
前
年
冬
に
行
幸
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
修
繕
は
進
め
ら

れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
２
月
に
な
っ
て
車
寄
や
、
湯
殿
そ
の
他
の
工
事
を
改
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

２
月
１
２
日
、
度
会
府
は

奉
迎
に
あ
た
っ
て
準
備
す
る
べ
き
事
柄
を
市
中
お
よ
び
村
々
に
達
し
た
。 

町
（村
）
境
に
は
町
（村
）
名
を
記
し
た
棒
杭
を
建
て
る
こ
と
、 
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家
名
を
記
し
た
木
札
を
家
ご
と
に
掛
け
る
こ
と
、 

屋
根
・庇
・瓦
が
落
下
し
な
い
よ
う
竹
箕
で
囲
う
こ
と
、 

往
来
か
ら
見
え
る
世
古
小
路
は
囲
う
こ
と
、 

参
道
や
門
前
に
あ
る
常
夜
灯
は
転
倒
防
止
の
た
め
丸
太
で
抱
え
結
び
、
願
主
や
師
職
な
ど
の
名
前
が
見
え
な
い
よ
う
に
す

る
、 

と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。 

 
 

さ
ら
に
度
会
府
は
行
幸
に
際
し
て
、
神
領
中
の
「参
道
」
に
あ
る
仏
閣
仏
像
な
ど
は
取
払
い
、
宇
治
・山
田
の
町
々
に
お
け
る

仏
書
仏
具
等
の
商
売
を
禁
じ
た
。 

 

ま
た
、
直
前
の
３
月
に
な
る
と
奉
迎
に
あ
た
っ
て
の
詳
細
な
注
意
事
項
を
府
は
達
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
行
幸
当
日
、
市
中
雑
人

は
み
だ
り
に
徘
徊
す
る
こ
と
は
遠
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
僧
尼
山
伏
法
体
の
輩
の
徘
徊
は
禁
止
す
る
、
行
列
の
拝
見
は
土
上
に
筵
を

敷
い
て
着
座
平
伏
、
透
か
し
見
等
は
禁
止
す
る
、
服
喪
中
の
者
、
月
経
中
の
女
性
は
行
列
の
拝
見
は
憚
る
べ
き
こ
と
、
天
皇
の
伊

勢
滞
在
中
の
３
日
間
、
職
人
や
商
人
は
通
常
通
り
の
渡
世
を
致
す
べ
き
こ
と
、
神
宮
近
傍

一
里
半
四
方
に
あ
る
寺
院
は
門
戸
を

閉
じ
て
、
梵
鐘
鳴
物
は
禁
止
す
る
、
御
通
輦
筋
の
師
職
の
標
札
や
商
人
の
看
板
な
ど
、
人
名
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
下
ろ
す
こ
と
、

供
奉
の
者
で
不
心
得
の
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
筋
へ申
出
る
こ
と
、
な
ど
と
指
示
し
た
。 

 
 

し
か
し
２
月
当
初
、
府
が
参
道
寺
院
破
却
を
命
じ
た
こ
と
は
、
寺
院
側
に
動
揺
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
。
困
惑
し
た
浄
土
宗
の

寺
院
は
、
早
速
、
本
山
の
知
恩
院
を
介
し
て
太
政
官
へ嘆
願
す
る
と
、
存
続
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
３
月
に

は
い
っ
て
、
寺
院
は
門
扉
を
閉
じ
る
と
い
う
対
応
に
変
化
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
津
藩
で
は
門
扉
を
閉
じ
る
指
示
が
出
さ
れ
た
の

は
行
幸
沿
道
の
み
で
あ
り
、
仏
教
色
や
穢
れ
に
つ
い
て
、
度
会
府
は
他
地
域
よ
り
も
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。 
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宇
治
・山
田
地
域
で
は
す
で
に
元
年
１
１
月
の
段
階
で
神
仏
分
離
や
廃
仏
毀
釈
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
が
、 

 

度
会
府
は
奉
迎
準
備
に
際
し
て
、
神
領
で
は
仏
教
を
不
要
と
す
る
方
針
か
ら
強
く
廃
寺
を
促
し
、
そ
の
結
果
元
年
末
か
ら
２
年

３
月
の
間
に
廃
寺
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
（牟
禮
仁
「度
会
府
下
に
お
け
る
神
仏
分
離
と
廃
仏
毀
釈
」
）
。 

  

３
月
７
日
、
天
皇
は
京
都
を
発
輦
し
、
８
日
水
口
泊
、
９
日
関
泊
、
１
０
日
は
松
坂
泊
で
あ
っ
た
。
１
１
日
は
斎
宮
村
を
経
て
小

俣
村
の
岡
村
氏
宅
で
小
憩
、
葱
華
輦
そ
う
か
れ
ん

に
乗
り
換
え
て
宮
川
を
越
え
た
。
宮
川
の
西
河
原
に
は
拝
観
人
が
大
勢
集
ま
っ
て

い
た
と
い
う
。
宮
川
東
岸
で
宮
司 

河
辺
教
長
が
大
麻
を
奉
り
、
御
祓
の
後
、
知
事 

橋
本
と
判
事 

元
田
が
奉
迎
、
久
居
藩
主

藤
堂
高
邦
が
先
駆
し
て
外
宮
文
殿
に
着
御
し
た
。
翌
１
２
日
に
天
皇
は
外
宮
を
参
拝
し
、
外
宮
文
殿
に
還
御
し
て
昼
餐
を
お
え
、

潔
斎
の
上
、
内
宮
に
向
け
て
発
輦
し
た
。
同
日
中
に
内
宮
を
参
拝
し
、
そ
の
日
の
行
在
所
は
内
宮
文
殿
で
あ
っ
た
。
翌
１
３
日
に

は
内
宮
を
出
立
、
松
坂
を
経
て
津
に
到
着
し
た
。 

  

平
２
４
伊
勢
市
史
に
は
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
確
な
資
料
は
な
い
け
れ
ど
、
改
め
て
こ
の
時
の
参
道
を
、
明
治

２
年
作
成
の
「度
会
明
細
図
」
で
確
定
す
る
と
、
小
俣
か
ら
桜
の
渡
し
で
宮
川
を
渡
り
、
宮
川
町
か
ら
直
接
、
筋
向
橋
を
目
指
し

た
の
で
は
な
い
か
？
古
来
、
宮
川
を
超
え
る
と
宮
川
沿
い
の
京
町
を
通
過
し
、
中
島
町
、
辻
久
留
町
、
二
俣
町
、
浦
口
町
を
経
由

し
て
筋
向
橋
に
至
る
の
が

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
は
考
え
る
け
れ
ど
も
、
明
治
２
年
頃
は
既
に
宮
川
町
か
ら
直
接
、
筋
向
橋

へ
至
る
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
も
な
る
た
め
、
そ
の
経
路
が
使
わ
れ
た
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
。
筋
向
橋
か

ら
は
、
古
来
と
同
様
で
、
上
下
中
之
郷
町
、
八
日
市
場
町
、
一
志
町
、
宮
後
町
、
館
町
を
経
て

一
の
鳥
居
に
達
し
、
外
宮
を
参
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拝
す
る
。
そ
の
後
は
、
岡
本
町
か
ら
小
田
の
橋
を
通
過
し
、
尾
上
町
、
古
市
町
、
倭
町
、
古
市
町
、
中
之
町
、
桜
木
町
、
浦
田
町

を
経
て
内
宮
参
道
に
入
る
。
内
宮
参
道
は
、
中
之
切
町
、
今
在
家
町
を
通
過
し
て
宇
治
橋
を
渡
る
。
明
治
２
年
頃
は
宇
治
橋
を

渡
っ
た
館
町
に
は
ま
だ
人
家
が
多
く
残
っ
て
い
て
神
苑
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
を
通
過
し
て
内
宮
を
参
拝
し
た
と
考

え
て
い
る
。 

 

こ
の
参
道
に
沿
っ
て
あ
る
寺
は
、
宮
川
町
の
妙
貞
院
（明
治
２
廃
寺
）
、
中
之
町
の
寂
照
寺
（現
存
）
、
桜
木
町
の
地
蔵
院
（明
治

２
廃
寺
）
、 

中
之
切
町
の
慶
光
院
（明
治
５
還
俗
）
し
て
い
る
の
で
、
明
治
元
・２
年
に
廃
寺
し
た
１
０
４
ヶ
寺
の
う
ち
、
こ
れ
ら
２
ヶ

寺
に
過
ぎ
ず
、
天
皇
の
参
拝
に
よ
っ
て
沿
道
の
廃
寺
が
進
ん
だ
と
は
考
え
難
い
。
少
し
範
囲
を
広
げ
て
、
参
道
か
ら
少
し
奥
ま
っ

た
所
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
門
扉
が
参
道
に
面
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
寺
を
列
挙
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
門
扉
を
閉
ざ
す
だ
け
で
良

か
っ
た
は
ず
で
廃
寺
す
る
理
由
に
は
当
た
ら
な
い
。 

大
蓮
寺 

浦
口
町
字
堤
世
古 

明
治
２
廃
寺 

宝
蔵
寺 

常
盤
町
櫓
下 

明
治
２
廃
寺 

光
照
寺 

浦
口
町
字
新
屋
敷 

明
治
２
還
俗 

 

西
福
寺 

常
盤
町
字
櫓
下 

明
治
２
還
俗 

慈
眼
寺 

常
盤
町
字
櫓
下 

明
治
２
廃
寺 

阿
彌
陀
寺 

常
盤
町 

明
治
２
還
俗 

不
動
院 

真
言
宗 

下
中
之
郷
町
字
新
屋
敷 

明
治
２
還
俗 

反
面
、
同
様
の
事
例
と
し
て
の
尾
上
町
の
寿
巌
院
・青
雲
院
・高
源
寺
、
中
之
町
の
大
林
寺
な
ど
は
現
存
し
て
い
て
、
こ
れ
も
ま
た

当
て
は
ま
ら
な
い
。 
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第
四
章 

宗
派
の
概
要 

 

  

神
都
宇
治
山
田
の
寺
は
、
浄
土
宗
（時
宗
）
、
真
言
宗
、
臨
済
宗
、
（天
台
宗
）
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
各
宗
派
に
つ
い
て
概

要
す
る
。
（Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
よ
り
） 

 

浄
土
宗 大

乗
仏
教
の
宗
派
の
ひ
と
つ 

鎌
倉
時
代 

（宗
祖
）
法
然 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（教
義
）
浄
土
信
仰
に
基
づ
く
専
修
念
仏
を
中
心
と
す
る
。 

（別
称
）
浄
土
専
念
宗
・浄
土
真
宗
（真
宗
）
と
も 

親
鸞
を
開
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
と
は
別
。 

解
説
：浄
土
（真
）
宗
・真
宗 

 

浄
土
真
宗
は
、
浄
土
信
仰
に
基
づ
く
日
本
仏
教
の
宗
旨
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
僧
で
あ
る
親
鸞
が
、
そ
の
師

で
あ
る
法
然
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
浄
土
往
生
を
説
く
真
実
の
教
え
を
継
承
し
展
開
さ
せ
る
。
親
鸞
の
没
後
に

そ
の
門
弟
た
ち
が
教
団
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。
古
く
は
「
一
向
宗
」
・
「門
徒
宗
」
な
ど
と
俗
称
さ
れ
、
宗
名
問
題
を
経

た
の
ち
戦
後
は
真
宗
１
０
派
の
う
ち
本
願
寺
派
が
「浄
土
真
宗
」
、
他
９
派
が
「真
宗
」
を
公
称
と
す
る
。 
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時
宗 

浄
土
教
の
一
宗
派 

鎌
倉
末
期 

（開
祖
）
一
遍
。 

（総
本
山
）
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
清
浄
光
寺
（通
称
遊
行
寺
）
。 

真
言
宗 大

乗
仏
教
の
宗
派
の
ひ
と
つ 

平
安
初
期 

（宗
祖
）
空
海
（弘
法
大
師
） 

（教
義
）
密
教
を
基
盤
と
し
て
い
る 

（総
本
山
）
教
王
護
国
寺
（東
寺
真
言
宗
総
本
山
） 

臨
済
（禅
）
宗 

日
本
禅
宗
（臨
済
宗
・曹
洞
宗
・
日
本
達
磨
宗
・黄
檗
宗
・普
化
宗
）
の
ひ
と
つ 

鎌
倉
時
代
。 

（中
興
の
祖
）
江
戸
時
代
、
白
隠
禅
師
が
臨
済
宗
を
再
建 

妙
心
寺
派
と
大
徳
寺
派
が
あ
る
。 

（教
義
）
中
国
禅
宗
を
基
盤
と
し
た 

天
台
宗 大

乗
仏
教
の
宗
派
の
ひ
と
つ 

平
安
初
期 

（宗
祖
）
天
台
教
学
は
中
国
に
発
祥
し
、
最
澄
（伝
教
大
師
）
に
よ
っ
て
伝
来 

（教
義
）
蓮
華
経
（法
華
経
）
が
根
本
経
典 

（別
称
）
天
台
法
華
宗 
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以
下
の
記
述
は
宇
治
山
田
市
史
を
（宮
川
か
ら
宇
治
へ
地
域
別
）
記
載
順
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
が
、
寛
政
９
年
１
７
９
７ 

「伊

勢
路
見
取
絵
図 

第
２
巻
の
内 

、
山
田
・宇
治
」
に
記
載
の
寺
院
と
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
例
え
ば
、
宇
治
山
田
市
史
で
は
宇
治

に
多
く
の
禅
宗
寺
院
の
廃
寺
記
載
が
あ
る
が
、
伊
勢
路
見
取
絵
図
に
は
そ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
宇
治
山
田

市
史
の
宇
治
周
辺
の
廃
寺
の
記
載
は
、
１
７
９
７
寛
政
９
以
前
の
状
況
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
？ 

 

一
方
、
郷
土
史
研
究
家 

飯
田
良
樹
氏
提
供
の
「安
政
五
年 

山
田
順
礼 

三
十
三
所
案
内
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寺
院
の

中
に
は
、
「伊
勢
路
見
取
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
な
い
も
の
も
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
た
め
、
同
絵
図
が
必
ず
し
も
全
て
を
網

羅
し
て
い
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
総
合
し
て
分
類
し
た
。 
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第
五
章 

時
期
不
明
あ
る
い
は

明
治
以
前
に
廃
寺
に
な
っ
た
寺 

宗
派 

所
在 

廃
寺
時
期 

 

大
日
寺 
真
言
宗 

尾
部
坂
常
明
寺
そ
ば

↓
威
勝
寺
そ
ば 

六
十
六
部
納
経
所
の
一
つ
。 

龍
華
院 

浄
土
宗 

辻
久
留
町 

１
５
９
５
文
禄
３ 

僧
融
真
開
山 

随
念
寺 

禅
宗 
正
法
寺
内 

１
６
５
５
明
暦
元 

僧
隨
念
開
山 

法
性
寺 

流
川
地
蔵 
浄
土
宗 

二
俣
町
字
田
原 

法
光
院 

天
台
宗 

浦
口
町
山
名 

法
住
院
内 

１
７
２
３
享
保
８ 

法
住
院
に
合
併 

寛
永
８ 

僧
祐
伝
開
山 

寿
命
院 

天
台
宗 

浦
口
町
山
名 
法
住
院
内 

１
７
６
０
宝
暦
１
０
法
住
院
に
合
併 

慶
運
庵 

浄
土
宗 

浦
口
町 

１
６
５
０
慶
安
３ 

僧
慶
運
開
山 

周
慶
庵 

浄
土
宗 

浦
口
町 

 

観
音
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

慶
昌
院 

浄
土
宗 

浦
口
町 

１
５
８
８
天
正
１
６ 
僧
慶
生
開
山 

仙
翁
寺 

禅
宗 

常
盤
町
字
西
世
古 

１
５
７
４
天
正
２ 
中
西
平
左
衛
門
仙
翁
開
山
・
・
・山
田
順
礼
に
記
載
あ
り 

普
光
寺 

真
言
宗 

下
中
之
郷
字
新
屋
敷
・
・
・山
田
順
礼
に
記
載
あ
り 

善
導
寺 

浄
土
宗 

八
日
市
場
町
字
坂
世
古 

地
蔵
院 

真
言
宗 

八
日
市
場
町 

慈
（茲
）
光
院 

八
日
市
場
町
字
為
田
・
・
・山
田
順
礼
に
記
載
あ
り 
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西
光
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

声
明
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町
字
越
坂 

源
福
寺 

一
之
木
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

称
名
庵 

下
三
郷

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

安
養
軒 

下
三
郷

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

閑
松
（照
）
寺 

田
中
中
世
古
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

利
典
院 

（庵
） 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

長
渓
院 

一
之
木
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

 

清
露
院 

一
之
木
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

等
雄
院 

一
之
木
町
字
越
坂 

歓
正
庵 

一
之
木
町
字
越
坂 

西
迎
院
内 

法
光
庵 

曽
祢
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

戒
香
院 

一
之
木
町
字
越
坂 

十
王
堂 

一
之
木
町
字
越
坂 

励
清
寺
内 

１
７
４
８
延
享
５ 

聖
福
院 

下
中
之
郷

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
２
７
享
保
１
２ 

般
舟
庵 

下
中
之
郷

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
１
８
享
保
３ 

徳
寿
庵 

下
中
之
郷

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

惣
持
寺 

曽
祢
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
４
８
寛
延
１ 



 28

恵
恩
院 

下
中
之
郷
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
９
０
寛
政
２ 

是
心
庵 

一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
４
８
寛
延
１ 

入
林
院 

一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
４
６
延
享
３ 

浄
泉
軒 
一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
４
８
寛
延
１ 

久
安
庵 

一
之
木
町
字
越
坂 

文
広
院 

一
之
木
町
字
越
坂 

１
７
４
６
延
享
３ 

周
（門
と
言
）
庵 

一
之
木
町
字
越
坂 

妙
法
寺 

一
之
木
町
字
越
坂
１
７
４
５ 

延
享
２ 

地
蔵
堂 

一
之
木
町
字
越
坂 
１
７
２
１
享
保
６ 

妙
天
院 

一
之
木
町
字
越
坂 

常
楽
坊 

八
日
市
場

↓
宮
後
町
字
越
坂 

大
信
寺 

浄
土
宗 

下
中
之
郷
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

 

善
称
寺 

浄
土
宗 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

梅
里
軒
（庵
） 

八
日
市
場
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

浄
運
庵 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

明
鏡
寺 

浄
土
宗 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

香
輪
寺 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

玉
池
庵 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 
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常
光
寺 

宮
後
町
字
越
坂 

意
松
軒 

浄
土
宗 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

等
（恵
）
雲
軒 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

泉
岳
院 

真
言
宗 

宮
後
町
字
越
坂 

高
乾
庵 

下
中
之
郷
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

大
西
坊 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
３
０
享
保
１
５ 

来
迎
寺 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
６
７
明
和
４ 

法
泉
庵 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
９
０
寛
政
２ 

喜
慶
庵 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
３
０
享
保
１
５ 

大
久
庵 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
４
８
寛
延
１ 

久
昌
庵 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
７
２
明
和
９ 

保
祐
庵 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

三
章
軒 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
４
３
寛
保
３ 

良
裁
庵 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

浄
仙
庵 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
２
１
享
保
６ 

盛
林
庵 

宮
後
町
字
越
坂 

１
７
９
０
寛
政
２ 

崇
林
庵 

田
中
中
世
古
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
３
８
元
文
３ 

明
五
院 

一
志
久
保
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 
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大
聖
寺 

一
志
久
保
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

如
泉
庵 

一
志
久
保
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
８
０
安
永
９ 

恵
雲
院 
宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
５
１
寛
延
４ 

香
樹
院 
宮
後
町
西
河
原
町

↓
宮
後
町
字
越
坂 

１
７
４
５
延
享
２ 

月
光
院 

宮
後
町 

五
大
院 

真
言
宗 
岩
淵
町
字
前
田 

福
寿
院 

岩
淵
町
字
前
田 

１
７
２
９
享
保
１
４ 

東
漸
庵 

禅
宗 

岩
淵
町
字
前
田 

１
５
５
８
～
永
禄
頃 

悟
渓
了
禅
師
開
山 

易
玉
院 

岩
淵
町
字
前
田 

大
休
庵 

禅
宗 

岩
淵
町
字
前
田 
１
６
２
４
～
４
５
寛
永
頃 

障
室
永
玖
首
座
開
山 

聖
寿
寺 

浄
土
宗 

松
木
町

↓
岩
淵
町
字
前
田 

中
興
喜
翁
慶
禅
師 

地
蔵
院 

元
禄
元 

神
社
村

↓
岩
淵
町
字
妙
見
山 

安
楽
坊 

岩
淵
町
字
妙
見
山 

１
７
３
３
享
保
１
８ 

歓
喜
院 

岡
本
町
字
白
子
園 

慈
照
院 

禅
宗 

岡
本
町
字
向
山 

忠
光
庵 

下
中
之
郷
町

↓
岡
本
町
字
向
山 

地
福
院 

宝
永
年
間
竹
ヶ
鼻

↓
岩
淵
町
妙
見
山

↓
岡
本
町
字
向
山 
１
７
４
７
延
享
４ 

喜
泉
庵 

岡
本
町
字
向
山 
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宝
（法
）
蔵
寺 

真
言
宗 

岡
本
町
世
義
寺
内 

積
宝
寺 

真
言
宗 

岡
本
町 

１
８
６
１
～
４
文
久
年
間 

正
善
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

宝
持
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

乗
蔵
坊 

真
言
宗 

岡
本
町 

中
西
坊 

真
言
宗 

岡
本
町 

福
蔵
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

千
手
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

密
蔵
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

五
大
力
堂 

真
言
宗 

岡
本
町 

清
寿
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

福
寿
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

覚
言
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

地
蔵
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

法
楽
舎 

真
言
宗 

岡
本
町 

中
之
切
町
の
法
楽
舎
は
明
治
元 

還
俗 

観
性
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

宝
積
庵 

浄
土
宗 

吹
上
町 

慈
眼
院 

浄
土
宗 

岩
淵
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 
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光
（香
）
輪
寺 

禅
宗 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

清
寿
院 

浄
土
宗 

田
中
中
世
古
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

春
耕
庵 
浄
土
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

浄
泉
庵 
浄
土
宗 

田
中
中
世
古
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

本
覚
庵 

浄
土
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

妙
安
院 

浄
土
宗 
下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

妙
善
院 

河
崎
町
字
中
寺
町 

栄
祥
寺 

浄
土
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

不
想
院 

浄
土
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
字
中
寺
町 

正
真
院 

真
言
宗 

河
崎
町
字
中
寺
町 

明
善
院 

真
言
宗 

河
崎
町
字
中
寺
町 

叢
林
寺 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
中
寺
町 

慈
照
院 

下
三
郷
→
河
崎
町
字
中
寺
町 

妙
香
院 

大
泉
寺
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
八
ッ
町 

１
５
７
３
～
９
３
天
正
年
間 

浄
善
院 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
西
町 

観
音
院 

世
義
寺
内
覚
言
院
付
属 

真
言
宗 

河
崎
町
門
之
下 

円
長
院 

世
義
寺
内
観
音
院
付
属 

真
言
宗 

河
崎
町
門
之
下 

江
雲
院 

禅
宗 

河
崎
町
南
町 
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明
善
坊 

下
三
郷

↓
河
崎
町
南
町 

真
福
寺 

河
崎
町
南
町 

１
７
１
３
正
德
３ 

円
空
寺 

下
中
之
郷
町

↓
河
崎
町
南
町 

兼
光
庵 

八
日
市
場
町

↓
船
江
町
越
坂 

善
覚
寺 

下
中
之
郷
町

↓
船
江
町
越
坂 

恵
林
庵 

下
中
之
郷
町

↓
船
江
町
越
坂 

１
７
８
４
天
明
４ 

自
勝
寺 

下
中
之
郷
町

↓
船
江
町
越
坂 

徳
容
院 

曽
祢
町

↓
船
江
町
越
坂 

長
昌
庵 

宮
後
西
河
原
町

↓
船
江
町
越
坂 

一
行
庵 

宮
後
西
河
原
町

↓
船
江
町
越
坂 

鎌
康
庵 

禅
宗 

船
江
町
越
坂 

周
見
庵 

曽
祢
町

↓
船
江
町
越
坂 

１
７
６
９
明
和
６ 

豊
徳
寺 

曽
祢
町

↓
船
江
町
越
坂 

１
７
４
８
延
享
５ 

善
教
庵 

宮
後
西
河
原
町

↓
船
江
町
越
坂 

１
７
６
３
宝
暦
１
３ 

正
法
院 

宮
後
西
河
原
町

↓
船
江
町
越
坂 

１
７
４
５
寛
延
２ 

願
成
寺 

浄
土
宗 

船
江
町
越
坂 

宝
鏡
寺
宮
よ
り
御
紋
章
を
拝
領 

慶
金
院 

禅
宗 

船
江
町
越
坂 

陽
和
如
春
開
基 

岳
仙
庵 

禅
宗 

船
江
町
越
坂 

清
甫
如
心
尼
開
基 
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玉
泉
庵 

禅
宗 

船
江
町
越
坂 

金
剛
寺 

禅
宗 

船
江
町
狐
垣
外 

外
宮
鬼
門
除
け
の
堂 

中
興
瑞
岳
禅
師
開
基 

寺
伝
に
よ
る
と
開
基
は
弘
法
大
師
と
い
い
、
中
興
は
瑞
岳
禅
師
で
あ
り
、
も
と
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
衰
退
し
、
１

５
９
５
文
禄
４
年
豊
臣
秀
次
の
妾
恵
康
尼
が
再
興
し
て
臨
済
禅
宗
に
改
め
た
と
い
う
。
寺
庭
の
白
鬚
右
近
稲
荷
参
道

入
口
に
は
袂
た
も
と

石(

お
袖
石)

と
い
う
長
さ
４
尺
、
巾
２
尺
程
の
石
が
あ
り
、
こ
の
石
に
は
、
度
会
神
主
春
彦
が
菅
公
の

左
遷
に
従
っ
て
西
国
に
下
り
、
帰
国
に
際
し
て
播
州
袖
ケ
浦
よ
り
小
石
を
袂
に
入
れ
て
待
ち
帰
っ
て
き
た
の
が
、
生
長
し

て
こ
の
よ
う
に
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

松
鴎
軒 

禅
宗 

船
江
町 
心
月
如
了
尼
開
基 

竹
泉
院 

禅
宗 

船
江
町 

１
６
２
４
～
４
５
寛
永
頃 

雪
庭
如
欽
尼
開
基 

花
蓮
院 

禅
宗 

船
江
町 

１
５
７
３
～
天
正
頃 

花
蓮
尼
開
基 

増
（蔵
）
福
庵 

禅
宗 

船
江
町
今
在
家 

念
定
寺 

浄
土
宗 

妙
見
町 

超
勝
寺 

浄
土
宗 

妙
見
町 

宗
安
寺 

浄
土
宗 

中
川
原
町

↓
中
之
町 

１
６
４
３
寛
永
２
０ 

業
誉
上
人
創
立 

観
音
堂 

浄
土
宗 

中
之
町 

１
６
７
８
延
宝
６ 

智
鑑
創
立 

浅
間
寺 

真
言
宗 

桜
木
町 

西
乗
寺 

真
宗 

浦
田
町 

天
文
１
２ 

僧
円
遊
開
山 

長
命
寺 

禅
宗 

北
中
村

↓
浦
田
町 
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建
（堅
）
国
寺 

禅
宗 

浦
田
町 

伝
、
行
基
創
立 

応
永
年
間
、
足
利
将
軍
義
持
の
武
運
長
久
の
祈
祷
と
し
て
内
宮
に

一
切
経
を
寄
進
し
た
の
を
当
寺
に
収
め
た
、
神
宮

配
下
の
寺
。
寛
永
７
薗
田
守
栄
と
住
職
関
禅
都
の
間
に
論
争
が
あ
り
。
山
田
奉
行
に
訴
訟
し
た
が
、
当
寺
は
宇
治
二

郷
年
寄
の
預
か
り
と
な
っ
た
。
。 

慶
性
寺 

慶
光
院
祈
願
所 

真
言
宗 

浦
田
町 

慈
徳
（得
）
院 

慶
光
院
役
者 

真
言
宗 

浦
田
町 

普
門
院 

法
楽
舎
隠
居
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

照
雲
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

寛
永
年
中 

小
川
新
九
郎
長
保
開
基 

野
上
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

１
７
８
３
天
明
３ 

成
就
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

久
昌
院 

禅
宗 

浦
田
町 

１
７
４
１
～
４
寛
保
年
中 

松
寿
院 

真
言
宗 

浦
田
町 

１
７
３
９
元
文
４ 

寿
量
庵 

慶
光
院
役
者 

真
言
宗 

浦
田
町 

西
光
庵 

浄
土
宗 

浦
田
町 

成
就
院 

真
言
宗 

中
之
切
町 

１
７
３
９
元
文
４ 

焼
失
後
不
再
興 

正
法
庵 

真
言
宗 

中
之
切
町 

１
７
３
９
元
文
４ 

焼
失
後
不
再
興 

万
松
寺 

禅
宗 

中
之
切
町 

西
之
庵 

（西
迎
寺
と
も
） 

真
言
宗 

中
之
切
町 
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明
王
院
（不
動
堂
） 

真
言
宗 

中
之
切
町 

１
５
７
３
～
天
正
年
中 

豊
臣
秀
吉
開
基 

も
と
法
楽
舎
の
別
院
、
護
摩
修
行
す
る
堂
で
あ
っ
た
の
で
護
摩
堂
と
も
称
す
る
。
永
正
１
０
焼
失
し
た
が
、
天
正
１
６
に

秀
吉
の
母
大
政
所
の
治
癒
に
効
験
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
光
院
周
養
尼
の
意
を
尊
重
し
て
両
宮
に
寄
進
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
外
宮
方
で
は
慶
宝
寺
釈
迦
堂
を
、
宇
治
方
で
は
法
楽
舎
の
護
摩
堂
を
建
立
し
た
。
本
尊
は
不
動
明
王
で

あ
る
の
で
、
不
動
堂
と
も
称
し
、
不
動
明
王
院
、
あ
る
い
は
明
王
院
と
も
称
さ
れ
た
。
後
、
庫
裡
は
宇
治
二
郷
年
寄
会

合
所
に
、
客
殿
は

一
身
田
専
修
寺
売
却
さ
れ
た
。
さ
ら
に
の
ち
、
不
動
堂
の
み
明
治
元
ま
で
存
在
し
て
い
た
が
、
廃
寺

奨
励
・廃
物
運
動
の
た
め
、
引
取
手
な
く
焼
却
さ
れ
た
。 

龍
泉
寺
（庵
） 

毘
沙
門
堂 
禅
宗 

中
之
切
町 

一
切
経
寺 

禅
宗 

中
之
切
町 

林
甫
軒 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
８
９
寛
政
１ 

麟
祥
寺 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
１
１
～
６
正
德
年
中 

吉
祥
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
８
８
天
保
８ 

兌
泉

（仙
） 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
８
２
５
文
政
８ 

神
正
院 

禅
宗 

中
之
切
町 

東
雲
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

福
寿
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
３
９
元
文
４ 

焼
失
後
不
再
興 

山
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

大
因
（固
）
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
３
８
元
文
３ 

 37

順
頭
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

慶
春
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
８
５
６
安
政
３ 

宝
生
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
３
９
元
文
４ 

焼
失
後
不
再
興 

如
清
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

照
長
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

玅
安
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

億
千
（仙
）
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 

１
７
２
２
享
保
７ 

養
徳
庵

（寺
） 

禅
宗 

中
之
切
町 

山
本
左
京
之
進
義
里
開
基 

仙
玉
庵

（坊
） 

禅
宗 

中
之
切
町 

林
泉
庵 

禅
宗 

中
之
切
町 

洞
泉
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 

中
之
坊 

真
言
宗 

中
之
切
町 

常
林
寺 

禅
宗 

中
之
切
町 

庭
蔵
主 

禅
宗 

中
之
切
町 

正
蔵
主 

禅
宗 

中
之
切
町 

慶
因
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 

永
芳
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 

正
寿
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 
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慶
順
坊 

禅
宗 

中
之
切
町 

西
光
寺 

禅
宗 

中
之
切
町 

妙
法
庵 
中
之
切
町 

慶
昌
庵 
中
之
切
町 

１
８
５
６
安
政
３ 

辻
之
坊 

禅
宗 
今
在
家
町 

１
８
６
６
慶
応
２ 

微
雲
庵 

真
言
宗 
今
在
家
町 

１
７
３
７
元
文
２ 

恵
日
寺 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
８
６
６
慶
応
２ 

宝
泉
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

広
徳
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

養
宗
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
７
２
５
享
保
１
０ 

焼
失
後
不
再
興 

瑞
泉
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
７
２
５
享
保
１
０ 

焼
失
後
不
再
興 

長
泉
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
８
３
８
天
保
９ 

正
林
坊 

禅
宗 

今
在
家
町 

勝
林
庵

（寺
） 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
７
０
４
～
１
１
宝
永
年
中 

光
明
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

月
独
（澗
）
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

仙
正
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

長
明
寺 

禅
宗 

今
在
家
町
鼓
岳
東
麓 

鴨
長
明 

仮
遇
の
寺 
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阿
弥
陀
寺 

禅
宗 

今
在
家
町 

１
８
５
８
安
政
５ 

盛
尚
庵 

禅
宗 

館
町 

徹
蔵
庵 

禅
宗 

館
町 

常
泉
寺 

禅
宗 

館
町 

法
林
坊 

禅
宗 

館
町 

１
７
４
０
元
文
５ 

願
竹
庵 

禅
宗 

館
町 

仙
松
庵 

正
德
年
中 

館
町 

神
照
寺 

禅
宗 

館
町
字
岩
井
田
山
西
麓 

保
延
年
中 

西
行
隠
棲
寺 

福
泉
庵 

禅
宗 

館
町 

金
剛
台
寺 

真
言
宗 

館
町 

１
８
３
７
天
保
８ 

大
日
坊 

明
鏡
院 

真
言
宗 

内
宮
風
宮
橋
北 

古
来
、
神
宮
の
供
物
米
を
収
蔵
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
頃
か
、
僧
が
住
み
着
い
て
戦
国
時
代
に
は
寺
院
化
し
、
風

宮
橋
を
造
営
す
る
な
ど
の
功
績
も
あ
っ
た
。
万
治
の
火
災
を
好
機
に
宮
外
へ
退
去
さ
せ
ら
れ
た
。 
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第
六
章 

明
治
以
後
に
廃
寺
に
な
っ
た
寺 

宗
派 

所
在 

廃
寺
時
期 

還
俗
げ
ん
ぞ
く

と
は
、
僧
侶
に
な
っ
た
者
が
、
戒
律
を
堅
持
す
る
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
、
在
俗
者
・俗
人
に
戻
る
事
を
い
う
。

復
飾
ふ
く
し
ょ
く

と
も
い
う
。
宇
治
山
田
市
史
で
は
復
正
と
記
載
し
て
い
る
。 

久
留
山 

威
勝
寺 

真
言
宗 

辻
久
留
町
上
社
南 

明
治
３
還
俗 

久
留
嘉
左
衛
門
尉
威
勝
お
し
か
つ

が
創
建
。
本
尊
は
不
動
明
王
。
後
奈
良
天
皇
よ
り
御
紋
章
と
寺
号
、
大
覚
寺
（神
官
の

寺 

宮
司
大
中
臣
千
枝
）
問
責
よ
り
御
紋
と
翠
簾
す
い
れ
ん

（緑
色
の
す
だ
れ
）
を
拝
領
。
境
内
の
池
中
に
弁
財
天
を
祀
る
。

そ
の
奥
に
太
子
堂
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
堂
左
丘
上
に
薬
師
堂
が
あ
り
、
俗
に
「峰
の
薬
師
」
と
称
し
た
。
現
存
す
る
八
臂

ぴ
弁
財
天
は
室
町
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（市
文
）
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
）
現
在

も
同
所
（辻
久
留
１
丁
目
）
に
遺
構
は
あ
る
。
久
留
山
荘
（２
０
０
８
年
現
在
）
と
弁
財
天
堂 
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妙
貞
院 

浄
土
宗 

宮
川
町 

明
治
２ 

西
岸
寺 

浄
土
宗 

中
島
町 

明
治
２
還
俗 

帰
命
寺 

浄
土
宗 

中
島
町
字
京
町 

明
治
２
還
俗 

寝
釈
迦
（涅
槃
像
）
が
あ
っ
た
。 

理
光
院 

浄
土
宗 

中
島
町
字
河
原
町 

明
治
２
還
俗 

九
代
家
重
の
位
牌
を
安
置
し
て
い
た
の
で
、
山
田
奉
行
就
任
時
、
家
重
の
命
日
に
奉
行
が
参
拝
し
た
。 

徳
寿
寺 

浄
土
宗 

辻
久
留
町 

明
治
２
還
俗 

慶
長
３ 

僧
松
誉
開
山 

正
眼
院 

禅
宗 

二
俣
町
正
法
寺
内 

明
治
２ 

潮
音
院
（庵
） 

二
俣
町
字
田
原 

明
治
２ 

（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

金
蔵
寺 

浄
土
宗 

浦
口
町
字
堤
世
古 

明
治
２
廃
寺
正
法
寺 

禅
宗 

二
俣
町 

明
治
２
還
俗 

境
内
に
観
音
堂
、
田
村
祠
、
天
神
祠
が
あ
っ
た
。
観
音
堂
は
田
村
将
軍(

坂
上
田
村
麻
呂)

の
建
立
と
伝
え
て
い
た
が
、

当
時
は
ま
だ
禅
宗
は
な
い
か
ら
単
な
る
伝
承
か
、
あ
る
い
は
、
禅
宗
に
な
っ
た
の
は
後
の
事
か
。
又
、
一
説
に
は
、
田
村
と

い
う
の
は
、
二
俣
田
原
の
里
名
に
て
田
原
即
ち
田
村
の
転
訛
で
、
境
内
に
あ
っ
た
田
村
祠
は
こ
の
田
村
の
産
土
神
の
遺
っ

た
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
観
音
堂
の
本
尊
七
観
音
は
明
治
２
廃
寺
の
際
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
薬
師
寺
に
移
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
岩
淵
町
高
源
寺
の
観
音
堂
に
移
さ
れ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

霊
元
法
皇
よ
り
御
紋
章
と
宸
翰
し
ん
か
ん

（天
子
の
直
筆
の
文
書
）
、
有
栖
川
宮
よ
り
御
撫
物
な
で
も
の

（身
の
穢
け
が
れ
を

除
く
た
め
に
用
い
る
呪
物
）
と
尊
牌
そ
ん
ぱ
い

（尊
い
位
牌
）
等
を
拝
領
。
廃
寺
後
、
田
村
社
は
二
俣
町
字
田
原
に
、
天
神

祠
は
二
俣
町
字
天
神
世
古
に
移
祀
さ
れ
た
。 

大
蓮
寺 

浄
土
宗 

浦
口
町
字
堤
世
古 

明
治
２
廃
寺 

 

境
内
に
二
八
稲
荷
が
祭
祀 
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守
栄
院 

浄
土
宗 

浦
口
町
字
山
名 

明
治
１
３ 

古
市
大
林
寺
に
合
併 

慶
安
３ 

守
栄
尼
開
山 

境
内
に
芭
蕉
の
句
「門
に
入
ら
ば
蘇
鉄
に
蘭
の
に
ほ
い
か
な
」
碑
が
あ
っ
た
が
廃
寺
時
、
法
住
院
に
移
設
。 

光
照
寺 
浄
土
宗 

浦
口
町
字
新
屋
敷 

明
治
２
還
俗 

天
文
３ 

僧
教
弁
開
山 

西
福
寺 
浄
土
宗 

常
盤
町
字
櫓
下 

明
治
２
還
俗 

慈
眼
寺 

浄
土
宗 

常
盤
町
字
櫓
下 

明
治
２
廃
寺 

宝
蔵
院
（寺
）
十
王
堂 

真
言
宗 

筋
向
橋
北

↓
１
６
２
６
寛
永
３
大
間
広

↓
常
盤
町
櫓
下
明
治
２
廃
寺
「落
獅
子
」
所
蔵 

大
善
寺 

浄
土
宗 

常
盤
町 

明
治
２
廃
寺 

宝
積
院 

浄
土
宗 

常
盤
町
字
南
山 

明
治
２
還
俗 

阿
彌
（弥
）
陀
寺 

上
の
道
場 
浄
土
宗 

常
盤
町
筋
向
橋
の
南 

現
在
の
梅
香
寺
付
近 

明
治
２
還
俗 

こ
の
阿
彌
陀
寺
を
「上
の
道
場
」
、
田
中
中
世
古
町(

現
、
本
町)

の
神
光
寺(

船
江
越
坂
へ
移
転
後
明
治
２
廃
寺)

を
「中

の
道
場
」
、
岩
淵
町
の
勧
喜
寺
（明
治
４
０
正
寿
院
に
合
併
）
を
「下
の
道
場
」
と
し
て
、
こ
れ
を
（浄
土
宗
）
山
田
三
道
場

と
云
っ
た
。
さ
ら
に
曽
禰
町
の
光
善
寺(
船
江
越
坂
へ
移
転
後
明
治
２
廃
寺)

を
「大
道
場
」
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
加
え
て
四

道
場
と
も
云
わ
れ
た
。
下
の
道
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
道
場
寺
世
古
と
云
い
、
旧
常
磐
幼
稚
園
前
の
世
古
で
あ
る
。
ま
た

曽
禰
町
に
あ
っ
た
光
善
寺
へ
通
ず
る
道
を
大
道
場
寺
世
古
と
よ
び
、
こ
れ
が
い
つ
し
か
略
さ
れ
て
大
世
古
と
云
う
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。
中
の
道
場
に
入
る
道
も
中
の
道
場
世
古
が
略
さ
れ
て
中
世
古
と
い
う
に
至
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

常
勝
寺 

禅
宗 

常
磐
町
屏
風
山
東
麓 

明
治
２
還
俗 

応
永
年
間
開
山
。
一
時
期
無
住
と
な
っ
た
が
、
慶
長
年
間
に
御
師
の
橋
村
正
滋
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。 
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不
動
院 

真
言
宗 

下
中
之
郷
町
字
新
屋
敷 

明
治
２
還
俗 

大
安
寺 

浄
土
宗 

下
中
之
郷
字
上
野
町 

明
治
２
還
俗 

本
尊
は
阿
禰
陀
仏
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

林
称
寺 

真
宗 

大
世
古
町
字
拝
田

↓
員
弁
郡
十
社
へ 

大
正
９
移
転 

元
文
元 

僧
円
海
開
山 

浄
閑
寺 

浄
土
宗 

一
之
木
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
還
俗 

一
行
寺 

浄
土
宗 

曽
祢
町

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
還
俗 

神
護
寺 

禅
宗 

一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

珂
養
軒 

浄
土
宗 

田
中
中
世
古

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
還
俗 

西
迎
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町 

寛
文
の
大
火
で
焼
失

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
還
俗 

浄
土
宗
河
崎
専
修
院
の
末
寺 

（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

恵
椿
庵 

浄
土
宗 

一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

実
性
寺 

浄
土
宗 

一
之
木
町
（月
夜
宮
隣
）
寛
文
の
大
火
で
焼
失

↓
一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
還
俗 

伊
齋
藤
旧
跡
聞
書
に
よ
る
と
、
大
同
元
（平
安
時
代
） 

興
生
菩
薩

（鎌
倉
時
代
の
僧
）
門
徒
の
僧 

熊
鶴
家
の
祖
貞
清

の
開
基
と
い
わ
れ
る
が
時
代
錯
誤
あ
り
。
古
く
は
真
言
宗
で
い
つ
の
頃
か
浄
土
宗
に
改
宗
。
本
尊
は
十

一
面
観
音
。
脇

檀
に
大
聖
勧
喜
天
を
安
置
し
て
い
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

摂
取
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

浄
念
庵 

浄
土
宗 

一
之
木
町
字
越
坂 

明
治
２
廃
寺 
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三
宝
寺 

真
言
宗 

八
日
市
場
町
字
坂
世
古 

明
治
３
還
俗 

 

も
と
前
山
に
あ
っ
て
三
宝
院
と
称
し
て
い
た
が
、
当
地
に
移
っ
た
年
代
は
不
明
。
坂
十
仏
の
「太
神
宮
参
詣
記
」
に｢

三
宝

院
と
申
す
僧
坊｣

と
い
う
記
事
が
出
て
く
る
の
で
、
１
３
４
２
康
永
元
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
。
三
宝

院
を
三
宝
寺
と
改
め
た
の
は
山
城
国
醍
醐
の
三
宝
院
と
同
名
な
の
を
避
け
た
為
で
あ
る
。
１
４
８
６
文
明
１
８
当
地
の

豪
族
村
山
武
則
が
北
畠
国
司
と
戦
っ
た
時
に
兵
火
に
逢
い
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書

昭
和
５
９
年
よ
り
）
御
室
御
所
よ
り
御
撫
物
と
御
紋
章
を
拝
領
。 

霊
巌
寺 

浄
土
宗 

大
世
古
町
字
霊
厳
寺
町 

明
治
２
還
俗 

昔
の
お
堂
は
民
家
と
な
っ
て
現
在
も
遺
構
は
残
る
。
か
つ
て
こ
の
付
近
を
霊
巌
寺
町
と
い
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
霊
巌
寺
を
建

て
た
こ
と
に
よ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

三
宝
院
跡
碑 

 
 

霊
厳
寺
遺
構 

 45

正
悟
寺 

浄
土
宗 

一
之
木
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

法
持
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

正
覚
寺
百
万
遍
寺 

浄
土
宗

一
之
木
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

法
持
院 

浄
土
宗 

一
之
木
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

盛
広
院 

浄
土
宗 

宮
後
西
河
原
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

堤
家
中
祖 

山
田
祠
官
堤
盛
広
建
立 

堤
家
は
も
と
宇
治
郷
中
村
に
在
住
し
て
い
た
が
、
応
永
６
山
田
堤
世
古
に
移
住
し
、
堤
氏
と
称
し
、
三
代
目
に
宮
後
西

河
原
に
転
じ
た
。
こ
の
寺
の
盆
石
「万
里
江
山
」
は
盛
広
の
遺
物
で
山
城
国
粟
生
光
明
寺
に
伝
え
ら
れ
た
。 

崇
恩
寺 

曹
洞
宗
禅
宗 

宮
後
西
河
原
町

↓
宮
後
町
越
坂

↓
明
治
２
松
坂
町
養
泉
寺
に
合
併 

本
尊
は
釈
迦
仏
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

向
陽
庵

（院
） 

浄
土
宗 

曽
祢
町
天
機
院
の
西
隣
寛
文
の
大
火

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

天
機
院
の
子
院
で
、
本
尊
は
観
世
音
菩
薩
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

天
機
院 

浄
土
宗 

曽
祢
町
寛
文
の
大
火

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

文
禄
２
琴
誉
盛
林
上
人
が
開
山 

本
尊
は
阿
彌
陀
仏
。
天
機
院
の
末
寺
に
度
会
郡
村
松 

一
念
寺
、
山
大
淀
村 

観
福
寺
、
中
大
淀
村 

長
光
寺
、
東
大

淀
村 

雲
洞
院
の
４
カ
寺
が
あ
っ
た
。
天
機
院
の
華
鬘
け
ま
ん

と
称
す
る
も
の
が
碧
南
市
音
羽
町 

海
徳
寺
に
渡
っ
て
い
る
。 

浄
清
院 

（惣
通
寺
） 

浄
土
宗 

宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

祥
永
寺 

真
言
宗 

宮
後
西
河
原
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

大
念
寺 

浄
土
宗 

田
中
中
世
古
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

宝
林
院 

浄
土
宗 

宮
後
町
越
坂 

明
治
２
廃
寺 
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梅
真
庵 

（梅
心
院
） 

浄
土
宗 

八
日
市
場
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

無
量
寺 

真
言
宗 

宮
後
西
河
原
町

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

御
室
御
所
よ
り
御
紋
章
を
拝
領 

同
名
寺
が
臨
済
宗 

東
福
寺
派 

小
俣
町
元
町
１
０
９
２
・１
に
現
在
あ
る 

勧
喜
寺
（下
の
道
場
） 

浄
土
宗 

世
古
岩
淵
町
字
前
田

↓
正
寿
院
に
明
治
４
０
合
併 

山
田
三
道
場
の
一
つ
。
道
場
の
あ
っ
た
旧
常
磐
幼
稚
園
前
を
道
場
寺
世
古
と
い
う
。
（山
田
惣
絵
図
解
説
書
よ
り
） 

慈
眼
庵 

浄
土
宗 
岩
淵
町
字
前
田

↓
朝
明
郡
杉
谷
村
に
移
転 

明
治
２
０
移
転 

広
徳
寺 

禅
宗 

岩
淵
町
字
前
田 

明
治
２
廃
寺 

文
明
頃 

蘭
庭
芳
禅
師
開
山 

瑞
慶
院 

禅
宗 

岩
淵
町
字
前
田 

明
治
２
廃
寺 

文
明
頃 

擎
堂
柱
禅
師
開
山 

善
念
寺 

浄
土
宗 

岩
淵
町

↓
岡
本
町
字
向
山
→
明
６
尾
上
町
寿
巌
院
に
合
併 

上
善
寺 

浄
土
宗 

岩
淵
町
寛
文
の
大
火

↓
岡
本
町
字
向
山 

明
治
２
還
俗 

正
住
院 

禅
宗 

岡
本
町
字
向
山 

明
治
１
廃
寺 

如
法
寺 

禅
宗 

岡
本
町
字
向
山 

明
治
２
還
俗 

休
々
庵 

禅
宗 

岡
本
町
字
向
山 

明
治
２
廃
寺 

慶
宝
寺 

真
言
宗 

下
馬
所
前
野
町
寛
文
の
大
火

↓
岡
本
町
字
向
山 

明
治
２
還
俗 

（神
官
の
寺
） 

も
と
は
釈
尊
寺
と
称
し
、
祭
主
大
中
臣
輔
親
に
よ
っ
て

一
之
本
町
越
坂
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
荒
廃
に
帰
し
た
が
、

天
正
１
６
に
秀
吉
の
母
大
政
所
の
治
癒
に
効
験
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
慶
光
院
周
養
尼
の
意
を
尊
重
し
て
両
宮
に
寄

進
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
外
宮
方
豊
臣
家
の
御
師
上
部
越
中
守
貞
永
が

一
寺
を
建
立
し
、
釈
尊
寺
の
本
尊
を
移
し
て

慶
宝
寺
釈
迦
堂
を
建
立
し
て
慶
宝
寺
と
称
し
た
。
、
宇
治
方
で
は
法
楽
舎
の
護
摩
堂
を
建
立
し
た
。 
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極
楽
寺 

浄
土
宗 

宮
後
西
河
原
町
寛
文
年
中

↓
宮
後
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

恵
海
了
円
律
師
開
山 

も
と
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
足
利
の
中
期
に
改
め
た
も
の
ら
し
い
。
山
田
で
浄
土
宗
の
始
と
い
わ
れ
る
程
の
古
刹
で
あ
る
が

創
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
大
世
古
町
の
御
師
龍
大
夫
の
祖
貞
盛
が
極
楽
寺
の
本
堂
を
建
立
し
た
事
も
あ
り
、
又
、

寺
僧
中
に
龍
家
よ
り
出
た
者
が
あ
る
等
、
極
楽
寺
と
龍
家
と
は
深
い
因
縁
が
あ
っ
た
の
で
、
龍
家
に
は
極
楽
寺
関
係
の

文
書
が
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
も
遺
構
は
残
っ
て
い
る
（不
明
）
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ

り
） 

跡
碑
と
極
楽
寺
世
古 
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蓮
台
（臺
）
寺 

真
言
宗 

前
山
郷
蓮
台
寺
村 

明
治
２
廃
寺 

（神
官
の
寺
） 

本
尊
が
聖
観
音
菩
薩
。
９
９
５
～
９
９
９
長
徳
年
中

一
条
天
皇
の
頃 

祭
主
大
中
臣
朝
臣
永
頼
が
神
宮
の
霊
夢
に
感
じ

て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
ち
上
品
質
で
知
ら
れ
る
蓮
台
寺
柿
は
昭
和
３
３
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
）
宇
治
山
田
市
史
の
第
二
章
廃
寺
の

項
に
は
記
載
な
し
。
蓮
台
寺
柿
は
市
定
天
然
記
念
物
。 

 
 

 

重
清
寺 

真
言
宗 

岡
本
町
字
向
山 

明
治
１
廃
寺 

南
之
坊 

真
言
宗 

岡
本
町
字
白
子
園 

明
治
２
廃
寺 

念
定
寺 

浄
土
宗 

岡
本
町
字
向
山 

明
治
２
廃
寺
覚
弘
院 

真
言
宗 

岡
本
町 

明
治
３
廃
寺 

法
雲
寺 

真
言
宗 

岡
本
町

↓
威
徳
院
と
合
併 

明
治
５
合
併 
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威
徳
院 

真
言
宗 

岡
本
町
字
瀧
浪
山
世
義
寺
内

↓
他
寺
と
合
併 

明
治
５
合
併 

真
言
修
験
道
に
属
し
、
醍
醐
三
宝
院
の
先
達
寺
。
明
治
５
世
義
寺
本
堂
と
延
命
寺
・法
雲
寺
を
威
徳
院
に
合
併
し
、

世
義
寺
威
徳
院
と
改
号
し
て
本
院
を
廃
し
た
。 

延
命
院 

真
言
宗 

岡
本
町

↓
威
徳
院
と
合
併 

明
治
５
合
併 

会
福
寺 

浄
土
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
中
寺
町 

明
治
２
還
俗 

長
行
院 

浄
土
宗 

田
中
中
世
古
町

↓
河
崎
町
中
寺
町 

明
治
２
還
俗 

善
導
院 

真
言
宗 

下
馬
所
前
野
町

↓
河
崎
町
中
寺
町 

明
治
２
還
俗 

十
輪
寺 

（尼
寺
） 

真
言
宗 

下
之
郷

↓
河
崎
町
中
寺
町 

明
治
２
還
俗 

当
時
は
か
な
り
の
巨
刹
で
、
塔
頭
に
養
寿
庵
・福
善
庵
・慶
雲
庵
・永
命
庵
・養
心
庵
・恵
仙
庵
・貞
心
庵
・慶
林
庵
・永

喜
庵･

妙
喜
庵
・瑞
雲
庵
等
が
あ
っ
た
。 

大
泉
寺 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
中
里 

明
治
元
還
俗 

天
正
年
間
念
誉
開
基 

１
５
８
５
天
正
１
３
火
災
同
１
４
再
建 

本
尊
は
阿
彌
陀
仏
。
第

一
世
念
誉
は
向
河
崎
に

一
法
院
を
創
立
し
て
隠
居
と
し
、
第
二
世
然
誉
は
河
崎
町
八
ッ
町
に

霊
瑞
院
を
建
立
し
て
隠
棲
の
所
と
し
た
。
庫
裏
方
丈
束
向
、
本
堂
は
南
向
で
、
惣
門
の
傍
に
観
音
堂
が
あ
っ
た
。
（山
田

惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

一
法
院 

大
泉
寺
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
向
河
崎 

明
治
２
還
俗 

霊
瑞
院 

大
泉
寺
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
八
ッ
町 

明
治
２
還
俗 

円
福
寺 

大
泉
寺
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
西
世
古 

明
治
２
還
俗 

常
善
院 

大
泉
寺
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
八
ッ
町 

明
治
２
廃
寺 
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景
福
庵 

禅
宗 

河
崎
町
字
八
ッ
町 

明
治
２
廃
寺 

宝
珠
院 

禅
宗 

河
崎
町
字
南
町 

明
治
２
還
俗 

大
智
庵 
宝
珠
院
末 

禅
宗 

河
崎
町
字
西
世
古 

明
治
２
廃
寺 

専
修
院 
浄
土
宗 

河
崎
町
字
北
中
里 

明
治
２
還
俗 

真
正
院 

専
修
院
末 

浄
土
宗 

河
崎
町
向
河
崎
美
濃
倉
世
古 

明
治
２
還
俗 

願
成
寺 

専
修
院
末 
浄
土
宗 

河
崎
町
字
御
倉
町 

明
治
２
廃
寺 

南
栄
寺 

禅
宗 

河
崎
町
字
大
世
古 

明
治
２
還
俗
廃
寺 

浄
泉
院 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
南
町 

明
治
２
還
俗
廃
寺 

宝
樹
庵 

浄
土
宗 

河
崎
町
字
南
町 

明
治
２
廃
寺 

曼
陀
羅
寺 

浄
土
宗 

船
江
町
越
坂 
明
治
２
廃
寺 

日
輪
庵 

浄
土
宗 

一
之
木
→
船
江
町
越
坂 

明
治
２
廃
寺 

慈
徳
庵 

禅
宗 

下
中
之
郷
町

↓
船
江
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

信
行
院 

浄
土
宗 

宮
後
町
西
河
原
町

↓
船
江
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

慶
長
元
和
頃 

行
誉
上
人
開
基 

来
迎
寺 

真
言
宗 

船
江
町
字
新
道 

明
治
２
還
俗 

船
江
寺 

禅
宗 

船
江
町 

明
治
２
還
俗 

海
蔵
庵 

禅
宗 

船
江
町 

明
治
２
還
俗 

念
仏
寺 

浄
土
宗 

船
江
町
→
寿
巌
院
に
合
併 

明
治
５
合
併 

神
光
寺
（中
の
道
場
） 

時
宗 

田
中
中
世
古
町

↓
船
江
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

正
安
３
一
遍
上
人
開
基 
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中
の
道
場
が
あ
っ
た
の
で
中
の
道
場
の
世
古
で
、
中
世
古
と
い
う
。
こ
こ
に
は
も
と
天
神
社
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
所
を
正

安
３
藤
沢
遊
行
上
人
（
一
遍
上
人
）
に
寄
進
し
た
も
の
と
い
う
。
寛
文
の
火
災
後
、
船
江
町
越
坂
に
移
転
し
た
あ
と
に
は

会
所
が
置
か
れ
た
。 

光
善
寺 

(

大
道
場) 

浄
土
宗 

曽
祢
町

↓
船
江
町
越
坂 

明
治
２
還
俗 

山
田
三
道
場
の
外
に
こ
れ
を
大
道
場
と
称
し
た
ほ
ど
に
著
名
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
辺
り
を
光
善
寺
町
と
も
言
わ
れ

た
。
又
、
大
世
古
は
大
道
場
世
古
の
略
だ
と
も
い
う
。
移
転
跡
地
は
曽
祢
町
会
所
と
な
っ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３

解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

 
 

 

常
明
寺 

天
台
宗 

常
明
寺
門
前
町 

明
治 

開
基
は
諸
説
あ
り 

草
創
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
光
明
寺
所
蔵
文
書
に
よ
る
と
平
安
朝
末
に
は
す
で
に
常
明
寺
の
事
を
載
せ
て
い
る
。
も
と

真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
１
６
２
４
～
４
４
寛
永
年
中
に
天
台
宗
に
改
宗
し
た
。
古
来
、
如
何
な
る
因
縁
な
の
か
度
会
神
主

家
と
は
関
係
が
深
く
、
毎
年
正
月
８
目
外
宮
神
官
が
参
向
し
、
境
内
に
あ
る
神
落
萱
社
か
ん
お
と
し
か
や
し
ゃ

（現
存)

に
於
て
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祭
を
行
な
い
、
寺
僧
も
本
堂
で
誦
経
し
、
行
事
が
終
わ
っ
て
男
女
陰
陽
形
の
餅
を
ま
い
た
と
い
う
。
子
の
無
い
者
が
こ
れ

を
戴
く
と
子
が
授
か
る
と
宣
伝
さ
れ
て
い
た
。 

間
の
山
の
坂
か
ら
常
明
寺
門
前
町
に
入
る
と
こ
ろ
に
鳥
居
が
建
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
、
こ
の
付
近
を
刑
場

と
し
て
使
用
し
な
い
こ
と
を
願
っ
て
建
て
た
の
が
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
１
６
７
５
延
宝
３
年
に
常
明
寺
が
こ
の

鳥
居
に｢
両
太
神
宮
内
院
高
日
山
大
神
宮
寺｣(

宇
治
山
田
市
史)

と
書
い
た(

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
で
は｢

両
宮
内
院
高

日
山
常
明
寺｣
と
記
し
て
い
る
。) 

扁
額
を
掲
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
神
宮
か
ら
山
田
奉
行
所
へ
容
認
で
き
な
い
こ
と
と
し

て
訴
え
が
で
て
、
奉
行
所
は
鳥
居
と
と
も
に
取
り
払
う
よ
う
指
示
し
た
も
の
の
、
額
の
み
を
下
し
て
鳥
居
は
撤
去
せ
ず
、

明
治
元
年
６
月
に
勅
使
の
命
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
る
ま
で
建
っ
て
い
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年

よ
り
）
跡
碑
と
神
落
萱
社 
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慈
眼
庵 

禅
宗 

船
江
町 

明
治
２
還
俗 

明
暦
２
無
明
和
尚
開
基 

無
明
和
尚
は
元
豊
後
杵
築
藩
士
須
田
弥
左
衛
門
と
い
い
、
寛
永
１
４
天
草
切
支
丹

一
揆
に
戦
功
が
あ
っ
た
が
国
を
去

り
、
伊
勢 

中
山
寺
愚
堂
和
尚
の
弟
子
と
な
っ
た
と
い
う
。 

大
江
寺 

禅
宗 

船
江
町
狐
垣
外 

明
治
２
還
俗 

貞
享
２
無
住
和
尚
再
興

↓
現
、
瑞
泉
院 

宮
川
が
分
流
し
た
こ
の
地
が
大
江
を
な
し
た
こ
と
に
よ
る
。
元
禄
年
間
に
芭
蕉
が
庵
居
し
た
と
も
い
う
。 

清
涼
院 

禅
宗 

桜
木
町 

明
治
２
還
俗 

正
保
３
哲
禅
師
創
立 

真
教
寺 

禅
宗 

桜
木
町 

明
治
２
廃
寺 

地
蔵
院 

真
言
宗 

桜
木
町 

明
治
２
廃
寺 

伝
、
弘
法
大
師
創
立 

本
尊
は

一
木
三
体
の
ひ
と
つ
で
上
之
地
蔵
と
い
う
。
二
は
飯
高
郡
朝
田
の
中
之
地
蔵
、
三
は
鈴
鹿
郡
関
の
下
之
地
蔵

が
安
置
さ
れ
た
が
、
当
地
で
は
、
同
寺
が
両
神
宮
の
中
に
な
る
こ
と
か
ら
中
之
地
蔵
と
言
わ
れ
た
。 

弘
正
寺 

（楠
部
町
） 

明
治
初
年
廃
寺 

前
述 

毘
沙
門
寺 

禅
宗 

浦
田
町 

明
治
元
廃
寺 

成
願
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

明
治
元
廃
寺 

菩
提
寺 

禅
宗 

浦
田
町 

明
治
３
廃
寺 

清
水
寺 

真
言
宗 

浦
田
町 

明
治
元
廃
寺 

常
慶
院 

 

慶
光
院
菩
提
所 

禅
宗 

浦
田
町 

明
治
２ 

智
蔵
庵 

禅
宗 

浦
田
町 

明
治
元
廃
寺 

鈴
厳
院 

禅
宗 

今
在
家
町 

明
治
２ 

還
俗 
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菩
提
山 

神
宮
寺 

中
村
町 

明
治
２
廃
寺 

鎌
倉
時
代
の
文
献
に
寺
号
が
み
え
、
寺
宝
の
多
く
は
愛
知
県
碧
南
市
方
面
に
移
っ
た
。 

神
宮
寺
跡
碑
と
神
宮
寺
跡 

 
 

臨
皐
庵 

禅
宗 

今
在
家
町 

明
治
２ 

廃
寺 

岩
井
寺 

禅
宗 

館
町 

明
治
２
還
俗 

真
常
院 

真
言
宗 

山
田
宮
崎

↓
館
町
西
行
谷 

明
治
２
還
俗 
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慶
光
院 

臨
済
宗
（禅
宗
）
尼
寺 

天
正
年
中
山
田
西
河
原
町

↓
浦
田
町 

明
治
５
還
俗
、 

朝
廷
や
幕
府
の
祈
祷
職
を
任
じ
ら
れ
て
い
た
神
都
に
あ
り
な
が
ら
ど
こ
に
も
所
属
を
し
な
い
寺
院
で
あ
る
。
創
始
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
明
応
・永
正
頃
、
第

一
世
守
悦
上
人
が
宇
治
橋
流
失
に
際
し
、
架
橋
に
尽
力
し
た
功
績
が
最
初
で

あ
る
。 

第
三
世
清
順
上
人
は
氏
弁
財
天
同
の
穀
屋
に
勤
め
て
い
た
が
、
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
衰
退
を
み
て
、
そ
の
復
活

に
功
績
が
あ
っ
た
。
天
文
１
８
宇
治
橋
造
替
し
、
永
禄
６
外
宮
正
遷
宮
を
遂
行
し
た
が
、
内
宮
遷
宮
を
前
に
逝
去
し
た
。

第
四
世
周
養
上
人
に
よ
っ
て
天
正
１
３
内
宮
外
宮
と
も
に
正
遷
宮
を
行
い
、
式
年
遷
宮
の
復
活
を
果
た
し
た
。
第
五
世

周
清
は
寛
永
２
徳
川
秀
忠
か
ら
朱
印
状
を
得
て
両
宮
の
遷
宮
を
果
た
し
た
上
に
困
窮
す
る
神
宮
家
を
援
助
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
神
宮
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
た
。
後
年
、
衰
微
し
て
い
っ
た
。
廃
寺
後
は
宮
橋
姓
を
称
し
た
が
、
明
治
５
士

族
に
編
入
さ
れ
同
３
６
慶
光
院
の
姓
を
再
称
し
た
。 

慶
光
院
墓
所
門 

 
 

旧
慶
光
院 

門
は
元
太
郎
館
大
夫
門 
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法
楽
舎 

真
言
宗 

中
之
切
町 

明
治
元
還
俗 

祭
主
大
中
臣
永
頼
が
蓮
台
寺
を
前
山
に
建
立
し
た
以
来
、
神
宮
を
僧
が
参
拝
（法
楽
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
１
２
５
８
正
嘉
２
祭
主
隆
通
の
男
子
通
海
は
度
会
郡
城
田
村
棚
橋
村
の
私
堂
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
法
楽
を

修
行
し
で
法
楽
寺
と
称
し
た
が
、
文
久
元
に
は
勅
願
寺
に
準
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
建
治
年
間
に
蒙
古
来
冠
の
情
勢
が

切
迫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
両
宮
誓
う
に
法
楽
舎
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
宮
の
法
楽
舎
は
八
日
市
場

町
字
坂
世
古
の
世
義
寺
境
内
に
、
宇
治
の
は
護
摩
堂
の
南
隣
に
あ
っ
た
。 

 

宇
治
法
楽
舎
跡
碑 

法
泉
寺 

佐
八
神
主 

真
言
宗
度
会
郡
小
社
村

↓
宇
治
郷
岩
井
田

↓
中
之
切
町
度
会
郡
小
社
村 

明
治
元
廃
寺 

荒
木
田

一
門
氏
人
の
創
建

（神
官
の
寺
）
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
創
建
時
代
は
不
詳
。
荒
木
田
二
門
の
氏
寺
で
あ
る
多

気
郡
田
宮
寺

（神
官
の
寺
）
は
長
徳
年
中
に
二
門
の
中
祖

一
禰
宜
（内
宮
長
官
）
氏
長
の
創
立
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
寺
も
そ
の
前
後
に
開
基
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
小
社
村
に
あ
っ
た
同
門
の
氏
神
社
を
宇
治
岩
井
田
山
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に
移
転
さ
れ
た
同
時
期
だ
っ
た
か
も
、
あ
る
い
は
、
同
寺
は
荒
木
田
家
の
氏
寺
で
あ
っ
た
の
で
神
領
内
に
所
領
が
あ
っ
た

が
戦
国
時
代
以
後
、
無
領
状
態
に
な
っ
て
、
岩
井
田
よ
り
中
之
切
に
移
建
さ
れ
た
元
禄
期
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

        

第
七
章 

伊
勢
市
（２
０
１
９
年
現
在
）
の
お
寺 

 

（宇
治
山
田
市
史 

Ｐ
．
９
７
８
）
こ
れ
ら
寺
院
の
激
減
は
多
少
、
反
動
思
想
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
宗
教
の
保
護
や
法

令
の
改
正
が
あ
っ
て
、
信
教
の
自
由
が
確
保
さ
れ
た
た
め
に
、
寺
院
の
信
者
数
が
増
え
、
法
会
の
流
行
も
あ
っ
て
、
廃
寺
の
再

興
や
新
設
が
多
少
は
あ
っ
た
。
大
正
１
５
年
の
寺
院
は
、
浄
土
宗
１
０
、
禅
宗
５
，
真
宗
５
、
天
台
宗
３
、
真
言
宗
１
、
日
蓮
宗

１
、
合
計
２
５
ヶ
寺
で
あ
る
。
寺 

は
昭
和
４
年
発
行
「宇
治
山
田
市
史 

 

第
九 

寺
院
編 

第
三
章 

現
在
寺
院
」
に
記
載
の

大
正
１
５
年
に
あ
っ
た
寺
院
。 
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大
巌
山 

玄 

忠 

寺 
（所
在
）
二
俣
町
字
田
原

↓
二
俣
１
・１
０
・４ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派
京
都
知
恩
院
末 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
元
禄
年
中
１
６
８
８
～
１
７
０
４
の
創
建
、
あ
る
い
は
越
坂
か
ら
移
建
し
た
も
の
と
も 

（事
蹟
）
境
内
に
は
県
下
最
古
、
１
５
０
１
明
応
１
０
の
銘
が
あ
る
六
字
（南
無
阿
弥
陀
仏
）
名
号
板
碑
（市
文
）
が 

あ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 
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花
慶
山 

法 

住 

院 

山
安
寺 

か
さ
も
り
い
な
り 

（所
在
）
浦
口
町
字
山
名

↓
浦
ロ
３
・１
・２
９ 

（宗
派
）
天
台
宗
山
門
派
比
叡
山
延
暦
寺
末 

（本
尊
）
不
動
明
王 

（開
山
）
８
８
５
～
９
仁
和
年
中 

智
證
大
師
が
建
立
し
、
１
５
５
６
弘
治
２ 

清
重
法
印
の
中
興
と
伝
え
る
が
、
１
６ 

７
０
寛
文
１
０
年
の
大
火
に
縁
起
が
焼
失
し
て
沿
革
は
不
明
。 

（事
蹟
）
１
６
０
９
慶
長
１
４ 

津
辻
越
後
在
銘
の
銅
磐
け
い(

市
文)

の
ほ
か
、
境
内
に
芭
蕉(

蘇
鉄
塚)

、
伊
東
自
然
、 

夜
雨
亭
二
曲
、
青
蘆
庵
野
渡
、
古
森
省
吾
ら
い
ず
れ
も
墓
末
期
の
句
碑
が
あ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書

昭
和
５
９
年
よ
り
） 
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観
音
山
蓮
華
院 

梅 

香 

寺 
（所
在
）
常
磐
町
蓮
随
山

↓
常
盤
町
字
清
水
世
古

↓
常
磐
２
・１
４
・５ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派 

知
恩
院
末
（本
尊
）
阿
彌
陀
如
来
（開
山
）
開
基
蓮
随
上
人
は
幡
随
意
上
人
の
弟
子
で
、
１

６
１
５
元
和
元 

梅
香
禅
尼(

徳
川
家
康
の
側
妾
お
梅
の
方)

の
為
に
創
立
（事
蹟
）
１
６
５
８
万
治
元 

焼
失
、
４
代
源
誉

の
時
、
本
堂
を
再
興
、
明
治
維
新
後
、
無
住
と
な
っ
た
の
で
、
度
会
郡
棚
橋
村
蓮
華
寺
に
合
併
し
た
が
、
１
９
１
０
明
治

４
３ 

常
磐
町
清
水
世
古
に
移
建
し
現
在
に
至
る
。
蓮
随
山
の
梅
香
寺
旧
跡 

山
門
を
潜
る
と
し
だ
れ
桜
の
古
木
と
坐

禅
石
が
往
時
を
偲
ば
せ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
）
初
代
家
康
位
牌
安
置
。  

山
門 

瓦
に
葵
紋 

蓮
随
山
に
あ
る
遺
構
（現
、
奥
の
院
） 
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霊
衍
山 

等 

観 

寺 

（所
在
八
日
市
場
町
字
坂
世
古

↓
八
日
市
場
１
２
・１
４ 

（宗
派
）
曹
洞
禅
宗
総
持
寺
末 

（本
尊
）
釈
迦
牟
尼
仏 

（開
山
）
寺
伝
に
よ
る
と
、
１
３
９
４
応
永
元 

後
小
松
院
の
勅
願
に
よ
り
草
創
、
開
山
大
翁
真
覚
禅
師
は
三
河
新
城
崇

賢
寺
よ
り
転
住
。 

（事
蹟
）
足
利
義
満
は
応
永
１
５
に
帰
依
の
如
意
輪
観
音
像
を
寄
付
。
ま
た
、
称
光
院
御
生
母
光

範
門
院
は
聖
観
音
像
を
禅
師
に
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
１
６
４
８
慶
安
元 

三
河
新
城
の
領
主
菅

沼
織
部
の
弟
が
出
家
し
て
当
寺
に
住
し
た
関
係
か
ら
、
堂
宇
再
建
に
際
し
金
百
両
を
寄
せ
、
当
時
、
末
寺
３
６
、
常
在

雲
水
３
０
名
、
中
本
寺
の
資
格
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
７
０
６
宝
永
３ 

火
災
に
あ
い
、
悉
く
烏
有
う
ゆ
う

に
帰
し
た
。
１

７
１
１
正
徳
元 

堂
宇
を
再
興
し
、
現
在
に
至
る
。
寺
宝
と
し
て
、
雲
板(

県
文)

を
は
じ
め
、
１
３
仏
画
像(

市
文)

、
如
意

輪
観
音
、
聖
観
音
、
仏
涅
槃
図(

市
文)

、
長
谷
川
等
伯
画
四
季
山
水
図
屏
風(

市
文)

、
厨
子(

市
文)

、
籾
塔
も
み
と
う

(

市
文)

な
ど
が
あ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 
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厭
離
お
ん
り

山
易
行
院 

欣 

浄 

寺 

ご
ん
じ
ょ
う
じ 

（再
興
） 

（所
在
）
一
之
木
町

↓
一
之
木
２
・６
・７ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西 

派
知
恩
院
末 

（本
尊
）
阿
彌
陀
如
来 

（開
山
）
１
５
４
０
天
文
９ 

拈
蓮
社
易
誉
上
人
の
開
基
で
一
之
本
町
に
創
建
さ
れ
た
が
、
１
６
７
０
寛
文
１
０
の
大
火 

で
堂
宇
が
悉
く
焼
け
、
越
坂
に
移
転
し
た
。
明
治
２ 

一
旦
廃
寺
と
な
り
、
寺
宝
等
は
京
都
知
恵
院
に
移
さ
れ
た
が
、

同
１
５
、
今
度
は
倭
町
の
常
明
寺
境
内
に
寺
堂
を
再
建
、
寺
宝
等
を
本
山
よ
り
還
遷
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
１
７
大
正

６ 

現
在
地
に
移
転
。
（事
蹟
）
寺
宝
と
し
て
、
円
光
大
師
満
月
像
、
円
光
大
師
感
得
の
日
の
丸
名
号
等
が
あ
る
。

（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
）
知
恩
院
門
跡
よ
り
御
紋
章
を
拝
領
。
五
代
家
綱
、
生
母
他
の

位
牌
安
置
。 
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木
槿
山 

常
（浄
） 

蓮 

寺 

（新
設
） 

（所
在
） 

宮
後
町
字
越
坂

↓
宮
後
３
・４
・２
１ 

（宗
派
）
真
宗
本
願
寺
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
元
伊
賀
に
あ
っ
た
が
存
覚
上
人
が
木
槿
の
技
を
も
っ
て
六
字
明
号
を
書
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
山
号
も
生
じ
た

と
い
う
。
明
治
１
５
年
堂
宇
破
壊
し
同
２
８
年
現
在
地
に
移
転
し
同
３
０
年
に
本
堂
を
再
建
し
た
。 
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医
王
山 

養 

草 

寺 
 

（瑠
璃
光
院
） 

（所
在
）
元
、
箕
曲
郷
鍛
冶
屋
垣
外
の
南
端
、
即
ち
桜
堂
橋
の
近
く
に
あ
っ
た
が
、
寛
文
の
大
火
後
、
現
在
地
宮
後
町
字

越
坂
に
移
建

↓
宮
後
３
・７
・７ 

（宗
派
）
浄
土
宗
西
山
派
京
都
禅
林
寺
末 

（本
尊
）
薬
師
如
来(

俗
に
水
の
上
薬
師

と
称
す) 
（開
山
）
天
文
１
５
年
１
５
４
６
の
創
建
で
、
開
基
は
展
徳
慶
伝
和
尚
と
い
う
。 

（事
蹟
）
本
尊
を
水
の
上
薬
師
と
称
す
る
の
は
、
仏
壇
の
下
に
井
戸
を
掘
り
そ
の
上
に
像
が
安
置
し
て
あ
っ
た
が
、
寛
文

１
０
年
１
６
７
０
の
大
火
の
際
に
、
自
ら
井
中
に
投
じ
て
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
た
と
い
う
。
（山
田
惣
絵

図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

最
下
写
真
は
伊
勢
市
駅
裏
の
旧
地
碑 
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高
日
山 

常 

明 

寺
（新
設
） 

（所
在
）
一
之
木
町

↓
一
之
木
１
・５
・１
９ 

（宗
派
）
日
蓮
宗 

身
延
山
久
遠
寺
末 

（本
尊
）
中
央
宝
塔 

（開
山
）
元
山
梨
県
の
常
円
寺
と
称
し
慶
長
１
１
年
創
建
。
明
治
２
７ 

日
蓮
宗
説
教
所
と
し
て
現
地
に
移
転
、
寺
号
を

常
明
寺
と
改
称
し
た
。
日
蓮
大
聖
人
三
大
誓
願
発
祥
霊
場
。
境
内
説
明
文
に
よ
る
と
、
明
治
２
３
年
、
宗
門
の
高
僧

新
居
日
薩
上
人
は
こ
の
名
跡
を
承
け
継
ぎ
、
現
在
地
に
本
寺
を
建
立
し
た
が
、
今
次
戦
災
で
堂
宇
焼
失
。
昭
和
５
６
年

本
堂
、
堂
６
３
年
山
門
を
再
建
し
た
。
主
な
寺
宝
は
、
日
蓮
上
人
自
筆
石
造
宝
塔
、
後
陽
成
天
皇
宸
翰
が
あ
る
。
境
内

に
は
１
７
９
８
寛
政
１
０
年
建
立
の
芭
蕉
の
「秋
風
塚
」
が
あ
る
。
（事
蹟
）
同
名
の
倭
町
に
あ
っ
た
旧
常
明
寺
と
は
無
関

係
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
境
内
説
明
文
に
よ
る
と
、
宗
祖
日
蓮
上
人
１
２
２
２
～
１
２
８
２
は
建
長
年
中
（１
３
世
紀
中

頃
）
倭
町
に
あ
っ
た
旧
常
明
寺
を
参
詣
し
、
法
華
宗
○
宗
の
祈
願
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
祈
願
場
所
は
倭
町
の
旧
常
明

寺
隣
に
現
在
も
残
る
（最
下
写
真
）
。
両
太
神
宮
内
院
と
の
記
載
碑
あ
り 
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教
王
山
神
宮
寺
宝 

金
剛
（宝
）
院 

俗
称 

世 

義 

寺 
（所
在
）
岡
本
町
滝
浪
山

↓
岡
本
２
・１
０
・８
０ 

（宗
派
）
古
義
真
言
宗
醍
醐
派
（本
尊
）
薬
師
如
来(

市
文) 

（開
山
）
も
と
、
継
橋
郷
前
山
に
あ
り
、
創
立
は
７
２
９
～
４

９
天
平
年
中
聖
武
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
東
大
寺
大
仏
鋳
造
の
事
を
行
基
菩
薩
が
祈
請
し
た
時
と
伝
え
る
。
中
興
の
祖

円
海
律
師
の
時
、
１
２
４
９
～
５
６
建
長
年
中
に
外
宮
宮
城
の
西
、
坂
の
世
古
に
移
建
し
、
境
内
に
大
神
宮
法
楽
舎
を

設
け
、
こ
れ
を
智
證
院
と
称
し
た
と
も
い
う
。
（事
蹟
）
１
６
７
０
寛
文
１
０
の
大
火
後
、
山
田
奉
行
桑
山
丹
後
守
の
命
に

よ
り
、
岡
本
２
丁
目
に
移
転
し
た
。
毎
年
７
月
７
日
の
護
摩
法
要
は
柴
燈
大
護
摩
と
呼
ば
れ
、
日
本
三
人
護
摩
の
１
つ

と
し
て
名
高
い
。
寺
宝
と
し
て
は
、
１
１
７
８
治
承
２
銘
の
陶
製
経
筒(

重
文)

を
は
じ
め
、
愛
染
明
王
坐
像(

県
文)

、
薬
師

如
来
坐
像(

市
文)

、
十

一
面
観
音
立
像(

市
文)

な
ど
が
あ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 
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金
皷
山 

光 

明 

寺 

（所
在
）
前
山

↓
吹
上
町

↓
岩
淵
町
字
前
田

↓
岩
渕
３
・３
・１
１ 

（宗
派
）
臨
済
宗
東
福
寺
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
天
平
年
中
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
て
度
会
郡
前
山
皷
ヶ

岳
に
創
建
。
後
醍
醐
天
皇
元
応
元
年
に
月
波
恵
観
禅
師
が
再
興
。
同
師
は
結
城
宗
広
の
男
子
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。 

（事
蹟
）
延
元
３ 

義
良
親
王
を
奉
じ
て
北
畠
親
房
父
子
結
城
宗
広
入
道
な
ど
の
東
国
下
り
の
と
き
に
は
同
寺
に
滞
在

し
て
出
帆
の
準
備
を
整
え
た
と
い
う
。
途
中
で
難
破
し
て
同
寺
に
戻
っ
て
再
起
を
図
っ
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
元
吹
上
町

に
あ
り
、
結
城
宗
広
の
大
き
な
墳
墓
が
あ
っ
た
。
古
来
、
御
紋
章
差
許
さ
れ
て
い
た
。 
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大
塚
山 

護
国
寺 

正 

寿 

院 
 

（現
、
大
塚
山 

正
寿
院 

赤
心
門
寺
） 

（所
在
）
塚
山

↓
岩
淵
町
字
前
田

↓
岩
渕
３
・４
・２
５ 

（宗
派
）
浄
土
宗 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
元
真
言
宗
の
道
場
で
あ
っ
た
が
永
禄
７ 

知
恩
院
の
末
寺
と
な
っ
た
。 

（事
蹟
）
大
宮
司
河
辺
家
を
始
め
、
師
職
家
の
檀
家
も
多
か
っ
た
。
寛
文
１
０
の
大
火
で
焼
失
し
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。

有
栖
川
宮
家
と
因
縁
が
あ
っ
た
。
最
上
写
真
は
２
０
０
７
年
頃
、
中
と
下
は
２
０
１
９
年
撮
影 

 

 
 

 
 

 69

摂
取
山 

善 

光 

寺 

（所
在
）
吹
上
町

↓
吹
上
１
・１
１
・３
４ 

（宗
派
）
天
台
宗
真
盛
派 

松
阪
来
迎
寺
末 

（本
尊
）
阿
禰
陀
如
来 

（開
山
） 

１
４
９
２
～
５
０
１
明
応
年
中
に
円
自

戒
国
師
が
始
め
て
小
堂
を
設
け
、
１
５
０
４
～
２
１
永
正
年
中 

に
法
孫
盛
俊
上
人
が
堂
宇
を
興
し
た
と
伝
え
る
が
、
明

治
４
年
の
火
災
に
よ
っ
て
旧
記
が
悉
く
灰
に
な
っ
た
。 

（事
蹟
）
再
建
の
際
、
も
と
辻
久
留
町
に
あ
っ
た
同
宗
の
威
勝
寺

大
師
堂
を
移
建
し
た
。
１
６
２
６
寛
永
３
の
瓦
銘
が
あ
る
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

善
光

寺
嶺
松
院 

大
湊
１
１
１
６
も
あ
る
。
何
時
も
門
扉
が
閉
じ
ら
れ
て
い
て
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
み
た
い
で
す 
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海
雲
山 

高 

源 

（禅
） 

寺 

（再
興
） 

（所
在
）
岩
淵
町
字
尾
部
山

↓
岩
渕
３
・４
・９
０ 

（宗
派
）
臨
済
禅
宗 

妙
心
寺
末 

（本
尊
）
釈
迦
如
来 

（開
山
）
応
永
３
０
年
岩
淵
町
に
三
日
市
大
夫
次
郎
が
鹿
海
村

に
創
建
し
、
永
享
３
年
に
岩
淵
町
に
移
転
し
た
。
元
禄
１
７
年
に
妙
心
寺
末
と
な
っ
た
。
明
治
１
５
年
に
再
興
し
た
。 

（事
蹟
）
観
音
堂
に
安
置
の
七
観
音
は
元
二
俣
町
に
あ
っ
た
正
法
寺
に
あ
っ
て
、
田
村
将
軍
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
が
、
明

治
維
新
後
に
正
法
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
時
に

一
時
岐
阜
県
薬
師
寺
に
移
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
再
び
安
置
す
こ
と
に

な
っ
た
。
最
上
写
真
は
２
０
０
７
年
頃
撮
影
。
そ
の
後
、
廃
寺
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
以
下
は
２
０
１
９
年
撮
影
。 
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隠
岡
山 

寿 

巌 

院 

入 

門 

寺 

寿
巌
院
（所
在
）
尾
上
町
字
隠
岡
山

↓
尾
上
町
７
・４
８ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派 

知
恩
院
末 

（本
尊
）
阿
弥
陀

如
来 

元
、
入
門
寺
に
あ
っ
た
も
の 

（開
山
）
１
６
１
５
元
和
元
年
縁
蓮
社
励
誉
寿
巌
上
人
の
開
基
。
万
延
年
中
に

入
門
寺
・念
仏
寺
・禅
念
寺
な
ど
を
併
合
し
た
。
境
内
に
眠
地
蔵
、
身
代
わ
り
地
蔵
、
三
浦
樗
良
句
碑
な
ど
あ
り
。 

入
門
寺
（所
在
）
入
門
寺
は
岡
本
町
瀧
浪
山
東
に
あ
っ
た
が
、
明
治
６
年
尾
上
町
寿
巌
院
に
合
併

↓
尾
上
７
・４
８  

（宗
派
）
浄
土
宗 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
１
６
１
１
慶
長
１
６ 

幡
随
意
上
人
の
開
基
。 

（事
蹟
）
寺
内
に
菅
公
祠
が
あ
り
、
網
敷
天
神
と
い
っ
た
。
ま
た
、
境
内
の
椿
樹
は
開
山
上
人
の
栽
植
と
伝
え
て
愛
翫

せ
ら
れ
た
。
１
８
３
０
～
４
４
天
保
年
間
の
住
僧
重
誉
と
い
う
者
、
灸
術
に
妙
を
得
、
入
門
寺
薬
師
夢
想
の
灸
点
と

言
っ
て
世
間
に
喧
伝
さ
れ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 

光
格
天
皇
よ
り
本
尊
薬
師
仏
へ御
紋
章
と
翠
簾
を
拝
領 

（写
真
中
）
三
浦
樗
良
句
碑 
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文 

殊 

寺 
（所
在
）
岡
本
町
宇
中
之
切 

寛
文
１
０
大
火

↓
岡
本
町
字
小
田
川

↓
２
０
１
９
現
在
廃
寺 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派 

知
恩
院
末 

（本
尊
）
文
殊
菩
薩
（伝
、
弘
法
大
師
作
） 

（事
蹟
）
大
正
末
期
は
無
住
で
寂
照
寺
兼
務
で
あ
っ
た
。
岡
本
町
２
・４
・１
２
清
水
世
古
公
園
内
に
廃
寺
碑
あ
り
。 
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宝
鏡
山 

瑞 

泉 

院 

（新
設
）  

（所
在
）
船
江
町
字
浜
田

↓
船
江
３
・１
１
・４
４ 

（宗
派
）
臨
済
禅
宗 

南
禅
寺
末 

尼
寺 

（本
尊
）
弥
勒
菩
薩 

（開
山
）
元
朝
熊
山
金
剛
證
寺
の
末
寺
で
、
明
治
維
新
の
時
に
廃
寺
に
な
っ
た
も
の
を
再
興
し
た
。 

（事
蹟
）
本
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
あ
っ
た
元
禄
時
代
創
建
の
大
江
寺
が
明
治
初
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
旧
地
。
同
寺

最
後
の
住
職
で
あ
っ
た
大
江
竜
眼
和
尚
が
明
治
２
０
年
朝
熊
山
金
剛
證
寺
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
っ
た
瑞
泉
院
明
伸
志

防
？
禅
師

（～
１
４
４
９
）
が
開
山
し
た
。
大
江
寺
の
創
建
は
不
詳
だ
が
、
１
６
８
５
貞
享
２
年
○
○
無
住
和
尚
が
中
興

開
山
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
○
○
隣
の
小
庵
ニ
○
（ニ
乗
）
軒
に
は
松
尾
芭
蕉

（１
６
４
４
～
９
４
）
が
止
宿
し
た
〇
〇

「藪
づ
ば
き 

門
は
む
ぐ
ら
の 

若
葉
か
な
」
は
現
在
、
○
○
塚
と
し
て
境
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。
明
治
１
２
年
こ
の
地
の
俳

人
た
ち
の
協
力
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。
本
堂
は
市
内
の
江
戸
初
期
の
御
師
の
旧
邸
宅
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
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高
照
山 

大 

林 

寺 

（所
在
）
古
市
町
字
西
裏

↓
古
市
９
７ 

（宗
派
）
浄
土
宗
西
山
派 

禅
林
寺
末 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
寛
永
２
年
僧
信
空
の
開
基
。
元
は
古
市
町
字
東
裏
に
創
立
さ
れ
た
が
元
禄
４
年
に
現
在
地
に
移
転
。
嘉
永

５
年
に
火
災
に
あ
い
、
安
政
２
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

（事
蹟
）
境
内
に
は
油
屋
騒
動
の
遊
女
お
こ
ん
の
墓
が
あ
る
が
、
江
戸
俳
優
三
代
目
坂
東
彦
三
郎
が
建
立
し
た
。 

 
 

お
こ
ん
の
墓 
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二
河
山
白
道
院 

本 

誓 

寺 

（再
興
） 

（所
在
）
久
世
戸
町

↓
久
世
戸
９
６ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派 

知
恩
院
末 

（本
尊
）
阿
弥
陀
仏 

（開
山
）
寛
永
１
３
年
天
誉
龍
太
上
人
の
開
基
。
明
治
２
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
の
を
同
１
３
年
西
山
白
道
が
再
興
。 
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栄
松
山 

寂 

照 

寺 

浄
土
宗 

（所
在
）
中
之
町

↓
中
之
１
０
１ 

（宗
派
）
浄
土
宗
鎮
西
派 

知
恩
院
末 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
延
宝
年
中
知
恩
院
第
３
７
世
寂
照
知
鑑

大
和
尚
が
徳
川
秀
忠
の
妻
千
姫
（天
樹
院
）
の
位
牌
等
を
安
置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
暫
く
無
檀
家
で
あ
っ
た
が
、
安

永
年
中
に
知
恩
院
の
僧
、
月
僊
が
絵
画
の
特
技
に
よ
っ
て
再
興
し
た
。
（事
蹟
）
明
治
１
４
年
の
火
災
に
よ
り
全
て
が

焼
失
し
た
が
、
同
２
６
年
再
築
さ
れ
た
。
屋
根
瓦
に
は
三
つ
葉
葵
の
紋
所 
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真
宗
大
谷
派
説
教
所 

（新
設
） 

↓
現
在
の
真
宗
大
谷
派
光
明
山
常
照
寺 

（所
在
）
下
中
之
郷
町

↓
宮
１
・１
８
・２
５ 

（宗
派
）
真
宗
大
谷
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
明
治
１
０
年 
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真
宗
本
願
寺
派
説
教
所
（新
設
）
↓
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（西
本
願
寺
）
本
願
寺 

伊
勢
教
堂 

（所
在
）
倭
町

↓
倭
４
９
・１ 

西
本
願
寺
派 

（宗
派
）
真
宗
本
願
寺
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
明
治
１
０
年 

善
覚
寺
法
話
所 

↓
浄
久
寺 

本
願
寺
伊
勢
教
堂 

（所
在
）
中
島
町
字
出
雲
町
（中
島
１
・３
・５
）
に
あ
り
、
元
は
法
和
寺
と
称
し
た
が
１
９
８
９
年
頃
は
浄
久
寺
だ
っ

た
。
同
所
は
現
在
、
出
雲
町
自
治
会
会
館
と
な
っ
て
い
る
。
↓
倭
４
９
・１ 

本
願
寺 

伊
勢
教
堂
に
属
す
。 

（宗
派
）
真
宗
本
願
寺
派 
（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
明
治
３
３
年 

（最
下
）
２
０
０
８
年
頃
の
浄
久
寺 
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金
胎
山
松
鴻
寺 

不 

動 

院 

（所
在
）
吹
上
町
字
御
屋
敷

↓
船
江
町
字
浜
田

↓
吹
上
町
２
・６
・１
２ 

（宗
派
）
曹
洞
禅
宗 

永
平
寺
末 

（本
尊
）
不
動
明
王
（伝
、
那
須
与

一
本
尊
） 

（開
山
）
元
度
会
郡
神
田
領
桜
辻
に
あ
っ
た
が
、
享
保
年
中
に
現
在
地
に
移
転
。 

（事
蹟)

明
治
維
新
前
ま
で
は
那
須
家
よ
り
扶
持
米
の
寄
進
が
あ
っ
た
と
い
う
。 
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真
宗
高
田
（専
修
寺
）
派
説
教
所
（新
設
） 

（所
在
）
河
崎
町

↓
現
在
は
な
い 

（宗
派
）
真
宗
高
田
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
明
治
７
年 

遍 

照 

庵 

（所
在
）
岩
淵
町
字

一
誉
坊

↓
２
０
１
９
現
在
な
い  

（宗
派
）
天
台
宗
真
盛
派 

（本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

（開
山
）
延
宝
６
年
僧

一
誉
の
開
基 

 

（事
蹟
）
吹
上
町
の
善
光
寺
の
小
庵 

    

第
八
章 

２
０
１
９
年
現
在
の
他
寺 

宇
治
山
田
市
史
の
大
正
１
５
年
に
お
け
る 

第
三
章 

現
在
寺
院
に
は
記
載
は
な
い
が
、
伊
勢
市
電
話
局
内
の
電
話
番
号
簿

職
業
別
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
等
に
記
載
の
そ
の
他
の
寺
院
を
列
挙
す
る
。 
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神
護
峯 

中
山
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

勢
田
４
１
０ 

本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
。
亀
山
城
主
石
川
備
前
守
の
依
頼
に
よ
り
、
愚
堂
国
師
が
１
６
５
１
慶
安
４
に
本
堂
・山
門
な
ど
を

建
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
中
山
寺
へ
の
昇
り
口
、
左
側
に
、
徳
田
椿
堂
の
句
碑
が
建
っ
て
い
る
。
（山
田
惣
絵
図
１

６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ
り
） 
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松
尾
観
音
寺 

単
立 

楠
部
１
５
６
・６ 

本
尊
は
十

一
面
観
音 

伝
、
行
基
作
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
に
訪
れ
た
行
基
が
自
ら
十

一
面
観
音
像
を
刻

ん
で
本
尊
と
し
た
と
い
う
。
７
１
２
和
銅
４
年 

行
基
の
開
創
と
さ
れ
て
い
る
。
「日
本
最
古
の
厄
除
観
音
」
と
さ
れ
て
い
る
。

夫
婦
龍
神
伝
説
の
あ
る
二
ツ
池
が
あ
る
。
本
尊
を
安
置
す
る
本
堂
は
、
般
若
心
経

1

万
巻
を
納
め
た
青
銅
製
の
擬
宝
珠

を
屋
根
に
戴
く
。
そ
の
後
は
伊
勢
国
司
の
北
畠
氏
や
北
畠

一
族
の
木
造
氏
に
よ
っ
て
庇
護
を
受
け
た
。
大
正
１
５
年
宇
治

山
田
市
史
に
記
載
な
し 
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高
伝
寺 

曹
洞
宗 

御
薗
町
上
條
５
３
９ 

千
束
屋
り
と
の
墓
が
あ
る 

 
 

 

瑞
応
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

曽
称
町
５
５
１
２
↓
な
い 

曽
祢
１
・６
に
弁
天
寺
（写
真
）
が
あ
る
が
？ 
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妙
見
堂 

浄
徳
庵

（日
蓮
聖
人
霊
跡
）  

岩
渕
３
・７ 

も
と
、
度
会
氏
の
祖
先
を
祀
っ
た
社
で
岡
崎
宮
と
も
い
っ
た
。
８
５
９
貞
観
元 

外
宮
の
大
内
人
高
主
の
童
女
が
誤
っ
て
御
贅

川(

勢
田
川)

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
、
高
主
が
そ
の
遺
体
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
水
中
に
童
形
の
妙
見
像
を
見
つ
け
た
。

そ
こ
で
、
小
田
岡
崎
宮
の
霊
地
に
堂
を
つ
く
っ
て
こ
れ
を
安
置
し
た
と
い
う
。
こ
こ
の
妙
見
菩
薩
は
、
１
３
０
１
正
安
３
在
銘

の
も
の
で
重
文
に
指
定
さ
れ
た
が
、
戦
後
、
県
外
に
移
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
（山
田
惣
絵
図
１
６
４
３
解
説
書
昭
和
５
９
年
よ

り
）
現
在
、
遺
構
は
残
っ
て
い
る
。
伊
勢
妙
見
顕
彰
会
（事
務
局 

本
覚
寺 

四
日
市
市
西
新
地
）
が
管
理
し
て
い
る
。 

 
 

念
法
寺 

念
法
真
教 

岡
本
３
・２
・４ 

大
阪
市
総
本
山
金
剛
寺
大
正
１
４
年
開
基 

心
証
寺 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

楠
部
町
１
８
５
８
・１ 
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伊
勢
小
僧
伽 

日
本
山
妙
法
寺 

中
村
町
７
０
３
・１ 

自
性
軒 

曹
洞
宗 

神
久
４
・１
０
・５
８ 

仏
立
寺 

本
門
佛
立
宗 

御
薗
町
高
向
９
３
４ 

昌
久
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

一
色
町
１
６
０
９ 

門
徒
本
堂
は
御
師 

橋
村
大
夫
邸
遺
構 

 
 

 

西
方
寺 

曹
洞
宗
御
薗
町
上
條
１
５
５
・１ 

宝
林
寺 

浄
土
宗 

御
薗
町
小
林
３
６
１ 

善
慶
寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

竹
ケ
鼻
町 

藤
倉
１
５
９ 

高
野
山
真
言
宗
大
聖
遍
照
教
会
支
部 

真
言
宗 

一
之
木
５
・４
・１
２
一
般
住
宅

↓
竹
ケ
鼻
町
２
３
６
・１
０
？ 



 86

正
眼
寺 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

通
町
１
３
６
５ 

海
眼
寺
（院
） 

曹
洞
宗 

大
湊
町
７
７
７ 

東
照
山 
清
雲
院 

浄
土
宗 

吹
上
町
松
原

↓
妙
見
町

↓
神
社
港
１
３
７
寛
永
７ 

玄
的
上
人
開
基 

京
都
知
恩
院
尊
誉
玄
的
上
人
が
徳
川
家
康
の
側
室
清
雲
院
お
夏
の
方
の
心
願
よ
り
吹
上
町
松
原
に
開
基
し
、
家
康
の

像
を
安
し
、
東
照
山
清
雲
院
と
号
し
た
の
が
始
ま
り
。
俗
に
お
夏
寺
と
も
言
っ
た
。
寛
文
の
大
火
に
よ
っ
て
妙
見
町
に
移
建

し
た
。
境
内
に
は
身
代
地
蔵
と
眠
り
地
蔵
が
あ
っ
た
が
、
眠
り
地
蔵
は
常
明
寺
門
前
町
と
古
市
町
の
堺
身
内
に
あ
っ
た
小

堂
で
安
置
さ
れ
て
い
た
眠
り
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
と
し
ょ
う
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
２
寺
内
に
移
転
さ
せ
た
。 

（事
蹟
）
初
代
家
康
位
牌
安
置 

大
正
１
５
年
宇
治
山
田
市
史
に
記
載
な
し 

（下
）
妙
見
町
の
跡
碑 

 
 

 

献
忠
寺 

真
宗
高
田
派 

大
湊
町
７
８
３
・２ 

善
光
寺
嶺
松
院 

浄
土
宗 

大
湊
町
１
１
１
６ 
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勝
峰
山 

兜
率
院 

金
剛
證
寺 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８ 

（本
尊
）
虚
空
蔵
菩
薩 

（創
建
）
６
世
紀
半
ば
、
欽
明
天
皇
が
僧
・暁
台
に
命
じ
て
明
星
堂
を
建
て
た
の
が
初
め
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
定
か
で
な
い
。
平
安
時
代
８
２
５
天
長
２
年
に
空
海
が
真
言
密
教
道
場
と
し
て
中
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
衰
退
し
た
が
、
１
３
９
２
明
徳
３
年
に
鎌
倉
建
長
寺
五
世
の
仏
地
禅
師
東
岳
文
昱
と
う
が
く
ぶ
ん
い
く

が
再
興
に
尽
力
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
東
岳
文
昱
を
開
山
第

一
世
と
し
、
真
言
宗
か
ら
臨
済
宗
に
改
宗
し
禅
宗
寺
院
と
な
っ
た
。 

 

神
仏
習
合
時
代
、
伊
勢
神
宮
の
丑
寅
（北
東
）
に
位
置
す
る
当
寺
が
「伊
勢
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
寺
」
と
し
て
伊
勢
信
仰

と
結
び
つ
き
、
「伊
勢
へ
参
ら
ば
朝
熊
を
駆
け
よ
、
朝
熊
駆
け
ね
ば
片
参
り
」
と
さ
れ
、
伊
勢
・志
摩
最
大
の
寺
と
な
っ
た
。 

虚
空
蔵
菩
薩
の
眷
属
、
雨
宝
童
子
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
当
時
は
天
照
大
御
神
の
化
現
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
伊
勢
皇
大

神
宮
の
奥
の
院
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
か
ら
、
仏
事
に
用
い
ら
れ
る
樒
（し
き
み
）
で
は
な
く
、
神
事
に
使
わ
れ
る
榊

（さ
か
き
）

が
供
え
ら
れ
る
、
全
国
で
も
珍
し
い
寺
で
あ
る
。 

 

関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
敗
走
し
た
の
ち
に
答
志
島

（現
・鳥
羽
市
）
で
自
刃
し
た
九
鬼
嘉
隆
の
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
り
、
嘉
隆
に

ま
つ
わ
る
所
蔵
品
が
い
く
つ
か
あ
る
。
嘉
隆
の
三
男
有
慶
は
嘉
隆
の
菩
提
を
弔
い
金
剛
證
寺
に
出
家
し
、
金
剛
證
寺
第
十

二
世
と
な
っ
た
。 

 

江
戸
時
代
に
は
徳
川
幕
府
が
伊
勢
神
宮
と
絡
ん
で
重
視
し
援
助
し
た
。
１
６
０
９
慶
長
１
４
年
に
は
播
磨
国
姫
路
城
主

で
豊
臣
秀
吉
の
七
将
の
一
人
、
池
田
輝
政
公
が
火
災
で
失
わ
れ
た
本
堂
摩
尼
殿
ま
に
で
ん

を
再
建
し
た
。
こ
の
本
堂
は
２
７
０

１
元
禄
１
４
年
に
徳
川
綱
吉
の
母 

桂
昌
院
に
よ
る
修
復
を
経
て
現
存
し
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
期
以
降
、
宗
派
を
問
わ
ず
葬
儀
の
の
ち
に
朝
熊
山
に
登
り
、
金
剛
證
寺
奥
の
院
に
塔
婆
を
立
て
供
養
す
る
「岳
参

り
」
「岳
詣
（た
け
も
う
で
）
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
風
習
が
あ
る
。
（Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
よ
り
） 
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金
剛
證
寺 

 
 

 

奥
の
院 

 
 

卒
塔
婆
群 
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石
城
山 

永
松
寺 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
１
２
１
２ 

金
剛
證
寺
末
寺 

（創
建
）
１
４
６
９
～
８
７
文
明
年
間 

（開
基
）
松
禅 

（事
績
）
境
内
に
は
濃
州
大
垣
城
主
福
原
右
馬
介

（石
田
三
成
の
娘
婿
）
と
秋
田
城
之
介
助
の
墓
が
あ
る
。 

右
馬
介
は
関
ヶ
原
合
戦
で
大
垣
城
が
落
城
し
朝
熊
山
に
逃
れ
た
が
、
家
康
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
永
松
寺
で
家
臣
と

と
も
に
自
刃
し
た
。
蝦
夷
を
管
理
す
る
秋
田
城
之
介
で
あ
る
秋
田
藩
第
二
代
藩
主 

秋
田
実
季
さ
ね
す
え(

１
５
７
６
天
正
４

～
１
６
６
０
万
治
２)

は
、
関
ヶ
原
の
際
の
不
手
際
に
よ
り
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
て
常
陸
宍
戸
藩
（現
茨
城
県
友
部
町
）
に

転
封
し
た
が
、
さ
ら
に
、
嫡
子 

俊
季
と
の
不
和
な
ど
を
責
め
ら
れ
、
１
６
３
１
寛
永
８
年
（５
５
歳
）
朝
熊
山
麓
の
永
松
庵

に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
。
蟄
居
の
間
、
風
雅
を
好
み
、
仁
術
に
長
け
て
い
た
の
で
中
倉
義
元
に
「秋
田
教
方 

岩
城
萬
金
丹
」

を
伝
授
し
た
。
「岩
城
」
は
石
城
山
永
松
寺
の
山
号
よ
り
と
っ
た
。
秋
田
氏
は
第
三
代 

俊
季
と
し
す
え

の
時
に
福
島
県
三
春
藩

へ移
さ
れ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
（下
）
秋
田
城
之
介
墓 
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呑
海
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８
・２ 

金
剛
證
寺
末
寺 

與
楽
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８
・２
０ 

金
剛
證
寺
末
寺 

地
福
院 
臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８
・２
７ 

金
剛
證
寺
末
寺 

望
海
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８
・３
３ 

金
剛
證
寺
末
寺 

孝
源
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
５
４
８
・３
５ 

金
剛
證
寺
末
寺 

珪
田
院 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

朝
熊
町
１
４
３
６ 

金
剛
證
寺
末
寺 

三
法
寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

朝
熊
町
１
６
５
６
・１ 

静
隠
庵 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 
一
宇
田
町
７
１
５ 

浄
土
寺 

浄
土
宗 

小
俣
町
元
町
７
５
３ 

西
光
寺 

真
宗
大
谷
派 

小
俣
町
元
町
１
０
６
５ 

無
量
寺 

臨
済
宗 

東
福
寺
派 

小
俣
町
元
町
１
０
９
２
・１ 

同
名
の
廃
寺
あ
り 

慶
蔵
院 

浄
土
宗 

小
俣
元
町
１
２
１
１ 

法
顕
寺
（院
） 

日
蓮
正
宗 

小
俣
町
宮
前
２
７
・１ 

浄
泉
寺 

浄
土
宗 

小
俣
町
湯
田
５
５
８ 

東
光
庵 

浄
土
宗 

小
俣
町
新
村
２
６
０
・１ 

大
楽
寺 

曹
洞
宗 

上
地
１ 

高
蔵
（禅
）
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

東
豊
浜
町
１
０
６
７ 

瑞
雲
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

東
豊
浜
町
１
４
２
２ 
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地
蔵
院 

浄
土
宗 

川
端
町
２
９ 

本
堂
は
五
二
会
ホ
テ
ル
玄
関
の
遺
構 

（下
）
虎
尾
山
に
あ
っ
た
五
二
会
ホ
テ
ル 

 
 
 

託
明
寺 

真
宗
大
谷
派 

西
豊
浜
町
１
４
９
０ 

西
林
寺 

浄
土
宗 

西
豊
浜
町
１
４
９
５ 

忍
徳
寺 

真
宗
大
谷
派 

西
豊
浜
町
１
８
５
９ 

福
浄
寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

西
豊
浜
町
１
９
０
４ 
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長
泉
寺 

浄
土
宗 

西
豊
浜
町
小
川
３
０
４
７ 

善
昌
院 

浄
土
宗 

二
見
町
今

一
色
１
１ 

禅
宗
寺 
臨
済
宗
妙
心
寺
派 

二
見
町
松
下
２
０
１
７ 

太
江
寺 

真
言
宗
醍
醐
派 

二
見
町
江
１
６
５
９ 

江
地
蔵
尊 

二
見
町
江
５
８
１ 

正
覚
寺 

浄
土
宗 
二
見
町
江
５
８
８ 

増
徳
庵 

曹
洞
宗 

二
見
町
江
６
２
０ 

高
泉
庵 

曹
洞
宗 

二
見
町
江
７
３
３ 

慶
春
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

二
見
三
津
３
０
２ 

明
星
寺 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

二
見
三
津
７
８
７ 

不
断
寺 

曹
洞
宗 

二
見
町
荘
１
７
４
４ 

桂
林
寺 

浄
土
宗 

横
輪
２
８
５ 

久
昌
寺 

曹
洞
宗 

矢
持
町
菖
蒲
１
２
７(

横
輪
町
の
奥) 

高
林
庵 

曹
洞
宗 

矢
持
町
床
ノ
木
２
４
５ 

雲
洞
院 

浄
土
宗 

東
大
淀
町
１
９
４ 

道
浄
寺 

真
宗
大
谷
派 

東
大
淀
町
１
７
７ 

一
念
寺 

浄
土
宗 

村
松
３
８
９
９ 

教
楽
寺 

真
宗
大
谷
派 

村
松
１
４
３ 
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長
泉
寺 

曹
洞
宗 

佐
八
町
２
１
０
６ 

正
覚
寺 

曹
洞
宗 

円
座
１
５
０
２ 

光
徳
寺 

曹
洞
宗 

円
座
町
１
０
５
２ 

海
蔵
寺 

曹
洞
宗 

上
野
町
１
２
１
３ 

大
雲
寺 

曹
洞
宗 

有
滝
町
１
９
８
１ 

本
覚
寺 

真
宗
大
谷
派 

有
滝
町
２
０
７
５
・１ 

正
伝
寺 

曹
洞
宗 

粟
野
町
１
１
３
１ 

光
徳
寺 

曹
洞
宗 

神
薗
町
１
１
０
４ 

宝
寿
寺 

曹
洞
宗 

津
村
町
４
８
２ 

泉
寿
院 

曹
洞
宗 

中
須
町
１
７
１
２ 

玉
雲
（禅
）
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

磯
町
９
６
３ 

福
寿
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

樫
原
町
１
１
４ 

真
福
寺 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

柏
町
５
２
５ 
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終
章 
む 

す 

び 

 

疑
問
１ 

伊
勢
の
寺
は
明
治
２
年
の
天
皇
行
幸
の
た
め
、
そ
の
沿
道
に
あ
る
寺
が
廃
寺
・移
転
さ
せ
ら
れ
た
の
か
？ 

  

伊
勢
神
宮
の
膝
下
で
あ
る
宇
治
山
田
の
寺
院
は
、
古
来
、
寺
の
創
建
に
関
す
る
規
程
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
人
口
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
１
６
２
４
～
４
５
寛
永
以
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
令
に
よ
り
、
そ
の
取
締
方
法
と
し
て
「宗
門
改

め
」
と
い
う
政
策
の
実
行
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
た
。
「宗
門
改
め
」
と
は
、
民
衆
の
信
仰
す
る
宗
教
を
調
査
す
る
制
度
で

あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
こ
と
を
仏
教
寺
院
に
請
け
負
わ
せ
て
た
（寺
請
制
度
１
６
７
１
寛
文
１
１
年
）
に
貼
発
展
し
た
も
の
で
。

江
戸
中
期
以
降
は
住
民
調
査
的
な
制
度
に
変
移
し
て
い
っ
た
。 

結
果
と
し
て
、
こ
れ
以
降
、
武
士
・
町
民
・農
民
な
ど
階
級
問

わ
ず
民
衆
は
原
則
と
し
て
特
定
の
仏
教
寺
院
に
属
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
た
（Ｗ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
）
た
め
、
そ
の
た
め
宇
治
山
田
で

も
、
寺
院
は
無
制
限
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
１
６
６
６
寛
文
６
～
１
６
８
４
天
和
４
年
、
山
田
奉
行
だ
っ
た
桑
山
丹
後
守
は
、
神
宮
神
域
に
寺
院
が
あ
る
の
は
神
祇

に
畏
れ
多
い
と
憂
い
、
１
６
７
０
寛
文
１
０
年
の
大
火
を
契
機
に
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
過
去
４
０
年
以
内
に
創
建
し
た
寺
院

や
寺
号
な
い
仏
舎
は
取
り
壊
す
よ
う
に
命
じ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
後
も
時
の
為
政
者
が
機
会
あ
る
毎
に
寺
院
を
整
理
し
よ
う
と

し
た
と
思
わ
れ
る
。 
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従
っ
て
、
明
治
に
な
っ
て
宇
治
山
田
の
寺
数
は
確
か
に
激
減
は
し
た

が
、
元
禄
期
か
ら
安
政
に
か
け
て
の
減
少
よ
り
は
傾
向
が
な
だ
ら
か

で
あ
る
。
従
っ
て
、
伊
勢
の
寺
を
廃
寺
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
明
治

政
府
に
よ
る
明
治
初
年
の
特
有
の
政
策
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

時
の
為
政
者
に
は
神
宮
神
域
に
寺
院
が
あ
る
の
は
神
祇
に
畏
れ
多

い
と
の
考
え
が
強
く
、
神
都
で
あ
る
宇
治
山
田
で
は
、
機
会
あ
る
毎

に
寺
院
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
考
え
を
明
治
政
府
が
徹

底
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
 

ま
た
、
削
減
が
激
烈
だ
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
っ
た
の
で
、
大
正
期

に
は
、
多
少
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。 

 

（上
グ
ラ
フ
） 

山
田
十
二
郷
の
寺
数
の
推
移 

宇
治
山
田
市
史
よ
り 

 

明
治
２
年
の
１
５
ヶ
寺
の
数
は
宇
治
二
郷
も
含
ま
れ
る
。 
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疑
問
２ 

廃
寺
さ
れ
た
寺
は
神
官
が
建
立
し
た
寺
が
優
先
的
だ
っ
た
の
か
？ 

  

伊
勢
の
寺
は
、
①
各
宗
派
大
寺
の
末
寺
も
あ
っ
た
に
け
れ
ど
、
②
神
宮
家
、
③
会
合
年
寄
、
④
町
、
⑤
私
人
、
の
支
配
下
に
あ
っ

た
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
概
要
を
把
握
す
る
ほ
ど
の
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
廃
寺
の
宗
派
別
を
明
治
前
後
で
調
べ
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 
 

 

結
果
と
し
て
、
明
治
以
前
は
臨
済
宗
の
廃
寺
が
多
い
が
、
元
々
、
内
宮
周
辺
に
は
臨
済
宗
の
寺
が
多
か
っ
た
。
山
田
奉
行
の
意

向
で
内
宮
周
辺
の
寺
が
多
く
廃
寺
に
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
反
面
、
明
治
初
期
に
浄
土
宗
の
廃
寺
が
多
か
っ
た
の
は
、
外
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宮
周
辺
の
寺
が
明
治
政
府
に
よ
っ
て
廃
寺
・移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
為
政
者
が
変
わ
っ
て
も
宇
治
山
田
で
は
総
合
的
に
順
次

寺
の
削
減
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
従
っ
て
、
宗
派
に
よ
る
差
別
は
な
か
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
明
治
前
後
の
廃
寺
所
在
に
つ
い
て
も
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
宗
派
と
同
様
で
、
明
治
前
後
で
大
き
な
差
が
な
く
、
伊
勢
の

お
寺
の
削
減
は
明
治
初
期
の
国
家
神
道
な
ど
の
思
想
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
伊
勢
神
宮
周
辺
を
神
都
に
相
応
し
い
町
並
み
と

し
た
い
と
い
う
日
本
人
の
願
望
が
常
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

こ
の
「日
本
人
の
願
望
」
は
令
和
と
な
っ
た
現

在
も
生
き
続
け
て
い
る
。 
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あ 
と 

が 

き 

 

伊
勢
神
宮
へ
の
畏
敬
の
念
は
、
日
本
人
の
誰
し
も
が
も
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
「心
の
ふ
る
さ
と
」
な
の
だ
ろ
う
。
時
は
、
令
和

の
時
代
と
な
り
、
伊
勢
神
宮
の
神
様 

天
照
大
神
の
子
孫
で
あ
る
新
天
皇
が
即
位
し
た
今
日
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
気
持
ち
は
、

古
代
よ
り
変
わ
ら
ず
、
八
百
万
の
神
々
、
つ
ま
り
自
然
を
大
切
に
す
る
と
い
う
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
よ
う

な
形
で
、
さ
ら
に
実
現
で
き
る
こ
と
を
望
み
た
い
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
５
０
０
ヶ
寺
弱
の
寺
院
名
が
挙
が
っ
た
け
れ
ど
、
同
名
は
全
く
無
い
と
言
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
寺
院
の
命
名
に

は
き
っ
と
知
恵
を
絞
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
日
本
語
の
幅
広
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
。 
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